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ii研究ノート ii
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インゲ弓ノドおよひウ-'.-::.，又に戸け三百Ij::)上持出:j度。紋t引l:jf主 ?・工)

マグワ Jア..1，フン斗d了士ギルブア」ド ブオ」半円に|叫する

メイ明!の訊芹

第二章

第一節

1:、川事町長t一明1る王げを員JT

信二bij JTJ当事件再審をは会の主Jw~t とその組減
、災民FY-(/、の(τ白t

、 r'~~~.一山補助

;号ま白及び資料の入子

凶、 ニ剖金

石、付加的惟限

f寸己 l こ事'，~

第三uIj 、Ji1

刑事事件再審委員会

(Criminai Cases Review Commission) 

刑事事件再審委員会設立の宵景

Jfl:半')の問題;土 特ド 3 つの E)~な H;A ぃ渇するとド刊、 Fなわ Jコf)レブ〆

y‘ブ 1 、マグワイア‘ l'ブン、パ ミンガム‘ンソケスによコて大えなn
Ij を主めたしろつの?バ牛におして控訴PJ~: は有非判決をイ成果 1- .その禾ll呆、被告

人は炉支判事ftのti牲当であったことが刊j閉した. "去ffi止、パ 、ンガム・ v ツ

クスが股fむさ*し/干 199;τ3 月 1411 、上;立委日会を ~~i 肖 LJラ 上iL委tT会辻、京l

たな剤l織が誤字Jiこi返する間記を取り」をうために北"されるべきで£ることを勧

出し、その日 ρーはム間九年 y月;ごI;.Jーの裁可 ιト{ova:.'¥S:';Cllt) 

7モ109;-;11-:.，:;L;いて::t}~~ン手 1

乙rフ:了刑事 t.Jic

J ;¥-:' lJ ノ、において、誤判 v こす~'Wl するための組以 tこ閉する多〈グ】報告ぞ研究が

なされてえたが、このiIR22hを士とし仁JごってきたのはWSTl七E'"("di，ったご 19G8

イドリス 1-，If む;Jj~:';主小につ'.ヘ←i主べられた論主〉し亡、合主jヰ溢リム I_{ ，"'(リス

}こぶける勺て1むとその救済 r' )~ブヌ i ブプ 泣びマグワイ 7 セア/
t件グ)教訓 "転検黙の;PJ-tr-;'}、]-11 現代九丈干j- ¥1999; 61'di 

二日誌S8(円4円:J)3C4S :1(2) 
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'T J¥srrしE.':出LにJると、i:i~!J 1)::務官[主新たな機隔を i泣7する三三に-~~ l_ .-

'llc判的ごあった γ Lか~~ 4 がら、それ n~之、担iたなjcl、¥/(/，機関の三;I1リャ閉す

る禄々なもそが主さμるこどとなる

そこで、本市では;"-')いったが緯でf::l1i--;i-件再者委司去に仁村c，が設立さ

れ、 三九が立r:1，;なる口前を↑7して ν、るのかを授'12的llJR かよ切らかに vた， ， 

まず、じ仁 J~C I})~JZ}~J、散には、 1'，'，刊で件千代目{するほ山は PSi存 r.:LLI に￡った3

三f、誤刊誌併の役割ふ担ってしスーのもハj務大f;iであっト むって、内務ノ¥p，=i

ぴ)j手目4かι収減Lていきたl九

一、誤判に対する内務大疫の権限

内務大F;立、誤;民救済::13司L-(様々な住友を Ylごいる ひhまF、それム

の権以を奴似しようっ

まず e った放出口、 P礼rdο11) づ認める持 l混とあるつ大紋i土、 h 以 ;~:Ji1;子のも

のを収 i")H'-j 弐な、が、有~ÞTI~ aとや主主列ジ-~j-E (1) 効叩:~，;.t 1、わせるに女王[主部は、

|勺おん「つがん放を認Y;ることを作否しんぬ台、審煮を宇るこ iが fきる、とおj

万三したυ 大紋に }!?j ずる、 1" 寺村ク14 え jJJ土、庶民 Z一|日蒋事 JfI.委員公 ~thc

11りCi(-'Aff日IrsωTll'lli:_:_C-'F uf l1w 11刷所。fCυllinl(li -;/に対する報主?によると幻下

の迫れである6 I AfJ'，f(:は、必悲とい与問夕、的な行為として、長持;YBド，に知 ~Fであ

るばかりでなく、主任、的;折、~であるヘ物いできる戸け限定されふべきである、

と t 、うのは±てべ時、!.;されナ :a:.ic~々 マふる。ブョ;();大臣は、大赦の防 ;11 を"る j'" 巨二、

関空車乙ιれた出来ヲについて被告人が犯tj;を犯す玄閣がなく そ L てよ~r'1j-::.こJ日

← HOE立1(【~ ()  ffi児ccRc、lC、V，:η[仁r:Ul山1μna心i仁、り;r川l口1¥'1仁 10印l口1S'clμ~cd rron~ι[ z山 dcr仁a宍C:，a:，(叶d l 
九M;仙laη附}

F丙可ヤ7務主/ん、.，:1:;仙;担」σの〕人吋J託|権存|日限J辺Riに二ついてyは土仮{章I辻上i這住 lイ干リスにおlけ)るπd事 iぷ詠、制lげ皮y文-こ
{バI、務4必~~?戎主によふ沼会;ニ J いて」半lJ 例タイムズ i07~) 号 \2()()山口頁、アf詳 L いo

q 日、Foste:-ll:附 Jc，ム日 LP-lお， CA
R v Scc rCLarv fυ~ '-11(' Ho:nc DC[)2.ruucnl. c九pBcnLlcy U993; -1 Al1 ER H2 

以:この判叫にお」ミて、女i士湾市立、起伏を"かつむことを内務大斗が判i~~~_ì L，た

こ2は訣りであると判示L仲。 .2'0) J1I! 111は、内務大|;コが条件封書赦芯 4'1，志Lな

かコたこ〉とあり、 !.z-I: ，~託部は :'ètヵ大「穴にこの可能生を寺照宇むこ之を}、めたr

"JtSどlCErepOl了 1.fi::carria!?，'七"0::~~lstice< ~:1991) The C:uld and Co Lきctuょe，

p..3. par日
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!j~ を犯して>，，'，なか〉プこごとを時計させりれねばならなし

多ヘの }~Jè:(よ、道路父3自社、~i)x.べ=悦搬な犯罪 Jご吋してなミれ、そtdょ j虚lf;l!法

投桁以Jな理由lよる i珂えば、主IU'iO)λ己 ド制限lつl"-C適切i惇誌が.':.)け

られてし企か}/"ここ fカミ分かうた土居合、スピ ドJ牟lえで有罪であωrされれ

達。〉↑ HIJiieo)効果f主夫ゎオしる乙

j、数以外の皆、殺として、売の有史判決は維持されるが、刑罰の形式を支える

条件f♂数 1仁川irliliull<ilW，rrlo:i)、同 にはじも y ~')き、宇IJ /:~の性組任法えず

に、 ;;f.~ を減らす抗じ〉執f;免除 re~nis"io!:) がある J

庶民波山お:jJ J-，~委員会:こ対 i る 1982干の山務大「刊の':~~心 '1' ど、大赦の使用

につ v ミての iお|が;!，Gべられていゐ g 冷7~ -4-'- i;' ら~ ~n()とまでのれ年同亡、 k教

が話審のhlhl判決にすよして認めら札にのは 2 ，日er(宇ごあっ l~" て L て、-=Þ~1-t の

日日%におu、亡、有弄問決C:柄微なJ.d-)くこ法ェセ反によるものごあったn まえ二、条内
j，J.c'救およびiJlJ0)執行免除が記、吟られた3件:王、枚百十1，'，;91牛めコ 7二c
ミら仁、足教とは51なる内誇λl;'0) f1i'lkと て、 190ii;二刑事ト)i:i;去、17条】基

~-5' く主主部院刑事正;t 一対?る;，; ~-( があっん。パ務よr;;は日宇{j、院にJ3げる有罪判

況に射して、収訴丸一 iメ1して弔刊を付託する権|況をIしてし、た ただハニク)

権限i土、Hlわ年川t 訴û にかしベー l花 11 され、 1!Jl立した事詐術向である CC~じ

により拭うて代わられλ、 ベ1:学的実組として王、r委員去の調査に五ると、 1(1刻
字から 19WJ字の日年賀、内務 j、己[手、 J主訴注 :..':'54 川、(T!渋告人を F~む松百十ι:ì ~)~ri 何

事1'1"を{寸oc〆たにこれらのろち、 18flで上訴がばめられた、また、 1980イiか
ら 1992年まじの 3 年究 fこ49ノ九円散在人を作む総計 ~8件の訴訟が付託 ~:j( たりぞ

れ:より 35 への右 ~FtIJ ，;)とが破棄され l" 21下でI可 'tF:~主が叶J i..:られ、ユれら両jJ

の下"↓で被告へは相手よされt".，1 1'1の「 ι11;;土呆LI:さオリラ

ニ、 1968年 JUSTICE報告

日れが1'.J1Jメつじつ恨告によゐ炉、|勺務省(.:ょ。治用される百呉羽Jにノ討すーる lヘj蒋

人以の権限の茶;'ít について以下のよう:込べ ~j 1しているr

十日lid，~).3 ， J、口ra12 

ぷ fbicLAppピndixA. p.7 

9 The Rov:d C011'.九lIss:onon C runin:d J u"tice Report CuZワ63(El:l3} p.181 

par丸。
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， :)~務大口の樺慌を行使するために長係先に寸父き三とは、司法のるJ;すを切

げるテ ζカPないように返却なi主記号払うことごある l しにがって、;7s，J奇);1:;:((よ

行政にぷる下捗の適切な結剤について非iIiに限定的な込鮮をぶってv る世話、

管轄涯のあゐ t~:i' :J;Diで取り扱われよう問題千人[有識人民L よって事~きれるべさ

であゐこ[主主え1;)れな C'ごすなわち原審設1";1事?にぶいても，tWIできなかった百11:~Jl!

が、請足立行 、pctitoncr) ょっと崎山された場合にのみ、戸可絡んμ~ :二九三 ~l~(二介

入する ま式、行tt;ニ k む審査段階では手S~ ， ::Þ'i1は XP:げJ に被告人;ニ転換」れ

る また、高野Wtí-かじ ~C)証罪しこついてえ]殺人民を納得させられな ν川、、有罪

につい、重大な説附がTf合することが司1，1iJ:"，した場ft、成較が認めら1しる あ

るいし土、室内が姐 J::-，であれ(ぷ寸山古 Uceばりが党ノtされるかもしれない

しかし、例えは、能夜を筈L工こか、警祭まには刑務所への協力に対す{)良幸

とγ 勺た、 ifua対先生Lt::事情に持しては、自式市予はJ:i) 般的:ニ認めつれ
る1

た丈し、内務布が~_-1らこの権 :Sn.{r )~動 1 ， ;:っとすノゴ:こはほとんとなかっえれ

柱限が発動されれば、警奈々、出長!仁川ゼfConScablりはへj務省からj許証拠の月

告を*め〆オし、ドキ』二:土、当初と :J，~なる枇祭刀、性由を 1:[λ 。

z!':j巧が効果，内な手 !:rを住いするごとはヨド市;こはj較である， "~:I日汗}よ述，'h'， 

J た苦ま λ、以ウ内不による)，，3); 守主~，Jられない メア/アまたは.I'L;STfCEのよ

うな組織:よゐ運3ijJがなけれ ~J\ 内務有は受刑者の請取 J 対してはど j，\; と i土ド

しなふった。内務うすも:t;:fJ'ても、調査*f" に J~.去を兄せたーとはほとんとなっ、つ

た J

ニi~ ~ .~-メt して nrSTIしEi土 1868-fl-. r:i-;Ii:'二おし γと以 1'-(1)よ行 l幻1-;:;しJ 七 泊胎

がf日乙、さ 1 し丈一 J君台、その珂トHが(すきれゐべきであるいま作、技有i>t~.不され片手

場行、その桟査は[級弁議ートム仙川rlnwv~:r) の J う士長1-\ 守した人~~により監

脅されるべえとある ρ さらlに二、詰申願肩1計Tiはよその人!衿!拘却に対 !ζ再問;仁ごぷる中 ¥fし舟

Tる枠4府利1;ずふj持TつJ 、きであ Jる心 監t甘正有寸、;殺d生~人 (九お川i:pμ)crv1開ιQ引刊ミ訂引叩l川川n明F只宅 [" λ 

l う分ヲ，~:詞才守r を，求jl込dゾめJ 令校不杭U を持Jつ〉べさであ心 院吟:去i仔:介アz護主人!はま、 沙符f)川f川]な捜:有2芹王主f休宇を

村てつ)，べ、♂ lで尽品り、ぞれはできれば引混した抑1三宮が仕l ま:~ l 、っ泣'8'弁護人は結

吋T;:打、「穴l土、引諾古 (1i什引がいたついて終身刑を受けた昔を吠ばするこ

とができる n

‘ '~i叫ι 円以rsO[ Ji1slic('， 0[' ぃ L(fr)(Jlrwlc G ;，bo¥Ti 

ー ~.Û、 S: 抗生72) 以)42
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旧日ぉJひ在方(IJを最終j見(IJにまとめな(;ればならな l-'" 三1L;z清和告に足7すされ

品。通、この椋~，!よ内合宵によてJ て三}:U~rι るものこする 官官弁護人が針

J、~，: ~主 L なし 1稀な場行:，::立、主主i!した出査を実地する併|担泊 M-{.)べきである12」

しかしながら、 197J年7円、内務省は、 JU討、ICドの徒主:を受け入れよう?

はしなか， 7三n しかし、 この jYiHj~ま最終的(こ必ず i た審査委員会，?) :I:iすの干

張:二"，ながった口それ;張は以 ll:述べる子ブリ J 長員会報;lji 台まれている J

三、デプリン委員会報告 (theDevlin Commi世eereport) 

19?O午''F'/I)>委民会報告11 ~こおし 1 亡、委員会は、山務大r:: o)H~::杭 i浪にじ1

Ttずる 2つの論口会不〆た。第ーに、 z別当 o.)~-，~注目おして汀l 司王jJ!~が長山ミ i'i

1 場合である コブ"ン受託会(土「も L新たイ叫が'j:f不?についと新式なf吉田をも

たりすこ弘われるならば、内J軍特 l 土:C~，I.¥λ'CJIIたな荷主の突捻または妥イ工をすべ

主むある。|切手t=当が、京市IUJ~ に 4η -C Y ず.fJ:iヒ引|況が蒋え与れるこ Z左右 f を J寺亡

ないから、その段階で両立することを忘るべさではない…二 jlム2つの向日量は

IZS:J:されるべきである ¥_.J(-翫告し ト

主ぅ 1- 、 1高知をw片するかご λ かのテス H ういえ、テフリ/委員二7(正、:)~

内高は?のナスト毛、 ν くら刀、税制l-jノく主ずあると手h吋て!た ν にのァストにおし

亡、高院長Jよ J2~F~' 3s 1_ていなカったとし沿うことや J;掃する b めの lうj':' 説

得力の，::1-;る1弔卜HJを..!L証しなけμばなりなか た}これは控訴涜ドかりi也市さ

れるフス kよりずっと民滑なもりであフた jf訴院において 言ほか新説拠;こも

と.-}< Jお合、その戸拠が評決をさえ去たカもしれない乙しう豆味ご卜2.Ji:人がJ呈出
L ている証拠が伝何でき、藍，(':'~であ。こ:: f示ヲ小吉正責fがよ訴人に諜せられ

卜 ~;!f審は )M'市還りれわれ

る〕すなhち、検託子聞に対して、あらゆるl斗連性のあるE拠を叫尋問Lた後に、

有罪判民が「ニ:(i)じなく、有罪の確信に返しごいる (safc;ll1d ~口 t:sfactory)J 

ことを示すムイ下が'1νる このことは、百11 斜が-l~，lH されれ bf、控訴抗が :-l:ヘj

旦 1--~ :!1;人の宇7止古↑工が果rされ，jLば、1 主込 l
】 Jν、

y 
λJ、}

-;bゴ

3 ヲJou~， c (jf仁ortltllons.I:hよS:'lrd，22 JlIly 1¥Jケ1，C1，l 1 (I，i2， ~).(i ()O 

1 :1:川行巳 ufCU:lllT，ons Pヨper.1 D?8 p.:.l::l出に ite(~ f了。η1九?兄a:1di:':， op， ciム:footnoti:' ~ 
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イl 的疑t，\をそのままにしない"というごとであるこヂプ ')ι ち民会刀、.!IL~

[たテ ζ[よ 内 fど大Jーのテスト lよ l 付;)~:';:と i叶 J首、のァス}そ也jじするべき、あ

る1J lいうこ f ごめゐ。

テr プ 1j 〉委員会における!~:Æ~市の中で、 、];D5戸;正月宇訴院におしε てむ射される

よりd需なヮスドをするべ認であるこなぜなら比j務 ;rj'~土Tr訴院が 3 るよよれ

うな託j型的テストまた:二訂正ノヘの'f!ìô}1甲が L さな ν かム;ゃある l と L~長しむ しか

L、手ブ"ン安民会はこの十Iょや認めなか J汗 ヂプリシ安民会は iJ~務省の十

張を1択としながら、「子ストを厳諮にすゐことより仁しろ、できる目{:)手絞

をIJI lこjるここが解決になる 1おi と考えた J 子'""(¥刊告の裁判所とは到な

る正処μ:5'11]や手続会有ずる狛"た市i¥:妥員会ふ設;，するべきと L、う議論が斗

L~ l.ハこれ， -よ :!lωi{-;-:刑事!訴iJJ'h~の子続により、子~し戻すこ〉が囚難な

事円でも{寸託されう位、と考えノれたハ コ ]"1) シ長司会[止、その~う会長田 iI

(L!;]lun，，;j ~:. r，iJ .... -¥t-gるd夫fJ叶椅件l立、 1)工務省に 4っと検討にち札るべ#である、
とiOJ;'したにぞ L て、その主主見会;正月'1事 t~)トのが朕を有すと人民が肉l 情ヲえれ、

li1iらが決定住限をイY":i，-:.， (dHen-:l;natin，)か、もしくは助言的なもの

にとどまることになるだろう、と iヰ~.-.z た

~l 7りン委閉会でlL内務Al~~O: 権mの不十 J]' 引 ?1でする批判がむきオi ぐい

1.;; ，)そし-~F.it;Ej i:それや解ite寸るとめに狼 '， 1 しλ同沖ヰ「ニ、/寸るとの犯行が

なされた.tl:立のヨトトを設立J一る〉いう提言はこの技tなつでさ九 :.:.E仏均i

ヰ1長されることになる。

回、庶民税内務事項委員会報告

(The House of Commons Home Affalrs Report) 

198こ年、原氏:?X:Aff1}半Jii委員会がヨ弘子]をEνI吸うためのI)j?年15にlつけるTi，二

に.J'v -'"C詩作をしたl この調布l土、 j、l日 ICI.:、ijlJ1i.社、伴家協会 C'rir:li:，aI 
Belr -¥s:-;(1('山川，;、 JGノ，;ンタ協会許長

アピゾ 1， . -Jプレイ卿 (Sirj)avici J¥a，;)lty) 

。b:d.，p，:rれ 6.20
~Iúl.. :);，r;，-j 6.21 

0 会bムd.，p~f2 6つつ

リ b、1..:);-，1斗 6.:'::':

F刊行idc;'il(Jf rJι〔、 I川 w SOCidV! 

が1;った

ー ~.Û、 S: 抗生7(;) 以)40
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委員会が外 l卒した桔山i土 :)~f;'}fゴのTおしにお、、て l 一会意的と tH わμる」うな

方誌、 -ik:'，とがな主れてーいる、ということごあったハコ そ L じ委員会iよ l秘yr

0)':'月十に源を尼崎i さらすこどかない|担!')、 WJ誌なご母子7はいつでも、市加の#:'

{えてhl土色1上位なFつ を付 fべさであふ}迫切であれ~.i\r1-j1'為有は詰原告 11 身あ

るいは治開苫<7)弁諜-'-と凹接することを主憲寸べきである之， J 寸前fi了した」

~~員会的 i な胡心'" 詰:NU)突いの有1j，;存明らカにする目立itlの選Jι前後:こっ
い CであZJ，_ 't-:tl会b土J:(¥'の上行 ;"::.J主べt，0 ~').S:!汁 L，/:機C¥'lJ);草入争望すr~;争力

な主張がある」とに制得してt'るじ内務jメヒニが、戦ciだけの助言に恭ワいて人

数ゐる 1.-~ ::;:減 11'; につい、決定する、とか主'11干され ι いるのは合理(j'0-(:'~土古」戸 c I 

l ちらに、 定のすん術 (tjぷ:)が芯芯汚れた ~hlIf'f'i交コ匝事ノ1 ついての刊Jとについて、

白 ~!f~判決を公式l 日哀してはし ν といちニおふがあれ iH の宇{すは{亡、'1;:判事裁判

j-i;j: :こ乏し民されるべきであゐに Lかし、専前の段階でよiJ卜されと):'1".，訴訟は、回

|プび告につし"-C :);1務大r' iこ肋 2 をするためぷ守された新たな似すした審配域~~

1一任三オlるJくさである そうすれ(ま 内努太いからよ\;~hr~;~.\Jf 試すイ寸zじよる y、

要がほとん)，なくなるどろ行かっ、 1).Jrf.7A.アマグ〉手続は祉とされる Iヂろう日，J

新たな事告吟倒的概!比はJ，'~ :りように 4えられていた、 l その絞i斗は最大犯

人で情成長れる υ そしし刊治大i ーまたは'"、止を総裁 (.'~t t(l r川べ Gt】Il tl 叫】 ドよ

i) ;l 命されど法的資格のある議長により主主主れる。)、部分の事件:一工単独て'~x

り扱われ、国主主主計1'1:ょうへの合議11"-'ξ取"扱おれるべポ刊のf虫干子l陪Lて広

範な栽量 t存在村つものとする;年査依測が持主i を必!~~:.三与えたならば、技宜に

ルミて化時人を守亡て公の審押え聞くことがで弐る U ろら!こ e 山花大[;lこ対し

と'}F:i主絞闘によりf，~出される事件{ついての)1j! ItJをイfν た判断告 ffi

U;Jcl('，epltllt) の謄本を問己当ずれ計に配布するこ を、 般的な主治 すべき

ごある三!， J また、委員会は、 i吋務省が大仏を歓iする!で、清E罰百にみ常に

j';;'it竺な正明基準φ安 Jけべ五でない、としうヂノ占リシ委員会rJJ告に貨i叶したl

もしY工務百が、:J?:審の右社l判決が ~~ !)であり、自 iノrl.J)品在日に法Lどいない

(UIl出先日Ild¥.:IlS抗 isfactur)<.J ζ芳えと去ら、出ニ火j宝をiri史jト(きであゐ、

山九 I以己rl"la只CS0: ':llsti刊。ρcit.(root即日 6abcHο 】 p，F'{l19 
b:d.， p，:rれ 23

小 Jー(

;1);:.1，. :)，cl ，.; :':4 

"，会bムd.，p~f2 Z5 

~ 1 ~bi ;，l十:)<， r~~ 主8

二日誌S8(円 46D) 3(-.'>'9 )0只1
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1982年、政府 iよ、内 J札:ij:J'寺))1;委員会 ¥llwHOPIε ミ汀air~， Se~t'l~l COll'n:d，l肘:に

その'è:~$をしにいくツかの点;こりいぐは、政l千Jは吋務朴号 1，否、民会の従業を

受けへi'~/ LかLながら、政府;工、 j:t<::Ji)弓l主J-;-る/す託手続きをより側主主i

使用することについては'-;{け人1ιたものの、新たな審杏機|埼の詑ずの勧告は主

け人れなかった口

選択z:;民会にthj;'心政}すの士子市について、 ク'iミトル リ e レピ の桶

長Jiにより以 のよろな百〆}えがなされた%ノこれえ小さな変化i土救済(r印~edy)

とはならない なセなみ イングラ〆ドWJj ト訴嗣i岐にほれ本均なう~1{:8がある

7)' C~. 亡ある 第ーに、 J コ T} スト ~;riljlj ↑支は、 ιそった有罪判決というだシた一帯

の(;~能性に限って規定しとL tL 裁判口が"{I'審を誤存t...，/、あるし"~土公判Ij -êぷ

止があっ/一場合、上l坪川慢は 定の自効「がある~ 7;' ながら、裁判Ij"~'が :fr~

1幸いなく説'J、なじ、公判が荷切に行われ、そ(J;トむ巾しすてられたtd辺i))重要

刊の刊同l'{r岩本がぷ J f4場合、 ヒ ~;r制度は笑買}じな効与に刀ないリ示三れた時訴

の1十決はまさに神聖なもの守あるrら、ぞれが控訴誌により慢されるこrは、
三と〈どな~ l _ f~~ 心欠日?→は、二そ常(1)実務刀、、民}たイj 罪判決じ〉〆:~~いt申 ，'f を ~'I

存するために 最初 fこでの事件ふ段存した円二位指浩司立にイムf::0しといる、とじ

あ1.;;，)治 2G回九段刊1111 におぜとて、Jl ST1CE か*~HD -;!":乏しλここは、自刀、λち

6)-0いは戸分たちの湾僚がf誌であった、工う:慢であった、矛〉ゐし¥:止市l問迫っ

どいろことを明 J かにする小llit 市 j'-' について、 );h~意を村フて三司会;すること寸h， -、

を手写4祭 L期待する、とが=佐知的』なのだろうか、乙しうごとごあるυfL三円

欠陥は、佐説院が実I穿 l二、 ~I~t)かの自身に訳せられたよ己かせをはずしJ、 ニオlt， 

の下件をき λにお在すノjこkがごき ;;:JFt:ili ~J:ヱょん'なしけいろこt: "Cある I

'F1!Jt' :;::);丈と足;IIJ民主:に対 qる!訴の量を鑑みると、 f-':lに担訴院にはf計百が掛か

} jヨぎこいI<>J-， J 

10お7叶 l↑itEUにおして.JlTメTTCEは |司手投の段階でy工務当( よn呆トされ

る読干干の役割は京1-'::ニ士公設弁護局ザllbh'Defelldげ uffke) に上り代行って果

) T:1C (。、crnn口lLRcp:.¥川 lllcSi.xib ~Crr;n :ron: ibじHいIlh' !\:':'，:i r:-; 仁川工引 ilk~)

1 ~)S:~ 仁川町;出~(-)

Theし!.'IllunalLaw Ì<eview，己 òi十c r:~ ， Sep十目立ber1っ83.~.~77 

，'( EJ父1'IしιiEiLs E:S/ f(")イlrl"l';'Llic Ddclldrl 

u冷 J ー ~.Û、 S: 抗生(8) 以)訂3
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たされるべ3であじ、二 07)じ的いついて、公1:;士弁護ははl'み l判査半??を台宗;こ請

;}えする権利去ワえらY ふべきである、と口);t.、た J

1 ~)83 ';r 0)段:;$~，と、独占 れ番査機|勾の具件、的な従業がなされたが、J:t!{.Jはそ(/) 

捉来をろけいれなか J 足 以 l宇はまだ、 ;;:Jiたな出休を設~けずに、問与の慌司

ごあゐト人，j寄託等により訂汀'1の間認を騨沃 L よろとし、いだ。 1 均 L 、 i自80 干~\

に次々と明らかになっピ :i~~'j':j寸li斗の-nlにぶつ、このが決JJ社、とは不十分じあ

ゐこど古羽かいなっ"

五、 1989年 JUSTICE報告

1同百年in:討し、て、 J¥STIじれ は:!(ぷ五討の最初の祁;i1より、より主JUとなっ

よ訓告を伐:)返すこと 1なったへ報告は、公判日子続 公判千続、 ，-訴帝1I!;~_ 

に J"lj~ る仰J 山から此「ていた 土I;h殺の j?1J望1 に|世}亡、 J~-':STICE は独iL ~ t二

審告~j{~闘が V; 要である二とをt:i.土との1[ 1-(:'総 i; ;9: Lたハその審音機ヲユl立、キ!日目的

な怜fもヰi 有し、弁務ノ\k~!.:. 正れすることがでさゐ誠11:1.と員会とし ζ的権|担を有

J.~ ハ

またJLSTl仁五は、 I~ 務大佐 (j，新たな情ほかない Lことを湾白 iニ、畢件を ~i~Ji長

刀、ら::，f;外すべ主ではむく 判たな資科はないが 有罪判決につい仁三二人なEtt:

があれば、夜りの万摂(ょ免除与れるべきである、 とtN';U-

六、マグワイア eセブン事件とギJレフォード・フォ一事件に関するメイ (May)

艇の調査

1D89 /:'-10!J ，-'ヘ内務大 t~l: .!::法務社、我;ニ、メイ @p':.~_ 19ケtイギルノ太一ド

(Cuilford) レヴノレウ'アプ (，¥o¥-'uuh:ricト) でのパフ燦岐に問γω 「守ルブィ

ドマブオ 」とマグヴイア 方J~ ;Y ff!PliJ iた l 事 ν} た1 に;9 を l出査する 4 号沿じたー

その調布?土、一郎持日Uな1¥.件の1べ別に問 jるものごあったが、三;'1，ず 0)一段l杓な

問題に問すみものでもあっ丈。

メイ ~NJ(T;;語豆、[汚する読有により切らかになっ fーものの多〈は、すげ|ーを可ら

次およsc，:rn日広じ d.TllSlicc:' op. l:iL. ([uoL1l0lC (~abu\.c 元控訴ょL判t'{ジ 1ージ・
1 ラー刷J (Si1'" Gt-orgf百aller) を訣長?::一心長日主lよト]幸えきされたハ

ν当時は l民. ..\~ :.て!主H'-tる王町、河弔刊が次々 ζ明ιかになって vミた日明であ f たf

そのため政I#~土誤 ;J を前配する必要に泣レコれていたハ

二日誌S8(円 4(1) 3C-'J，7 :jj(lJ 
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か;こ寸るためにノjcfjj大悼を支援寸るには、主:{Î!.(?) 柊:;~(/) 立の枠湘iみフト応、安で

あることをノρ 日さしていに メイ@PO)Tr ~;~ι調行にでの小日空をワえたのは j、'0

TICE -":?'Y'ピッ k ・ナブ〆 f 布1~ (Siι Dむ id~叩~n，-ì ( 川え 亡、 市刊l三事z有弁三詩 |竹叶一オ中ト協す品才公: 
"川t汁h恥1汁守 C心1":1円川1わ刊l川1川n山辻ω11恥合七己r. ..1，臼oに引山1日ιaけ而十廿10加n、、リ"リj一〉ン タ了協J品;iJi":会、 t杓hぜeL勺U川、"又仏uC口l巳町tyρ一う)、1土島凶深F誌宝

E監Z旨祭5言|弘協ヰ混i会 (九L以 1¥ ，.¥ι，.¥川1

会 UhcSo刊Cι山fヒ:tv01 Labou了LawvcrsJ、リ カルアクション グループ

げはcll...¥く ion の11;)) であ J 丈

f警察署長協会 the .Associatio:1 of CllieJ Police OffムCd) は、以トのように述

ノ¥f人'i1>"';:'1 i又を審1干するため新たな機関を』守する必要はな1、が、裁判官
が;、こなる併の持:;1、に生づど:-:::務員一c構成ちれた不1t斗 ムや持ノというき容は

考帽に値する'，J ま犬、警察連合 Tl:t: i'o::cc Je川¥(.1川(旧土、以!のように

述、ミている 「も L ，S1;iLの 'rr~_1t捻 i主l の設止により、有罪三された人物やそのdぷ

桜 iこよる誤干lJ-c'あるという出勃がよl止まるのであれば、その考xに貸戒 jるだゥ

ラηIRl追った有罪判決l刈する不T、持r警察の不手際仁，'J-Jるプ三指カ適切γ

そLて公平l浪者さ札るうるのであれば、警祭連合は 1，>吉右なる手続も数迎 rる

j 

p グ)手間にr"J~)る A A司I，:'-?f:委H会への故もili要仁、たくべ主証言lL当両外

Y主j、1-;-1，(forci点、 sccrClan)でdf;ったダグ弓ス・ノ、 ド口IrD山口l出 r-rl~nt!の

証言 C'，::1-;った 恨;土 l 川町年から 198り平ま子;";務大圧ごあり、マグリイ ?jイ ~rH ，_

だるう

関与していたー 1991イ:'-1 0); 2 I rω試ア7において、 F、 ド:主、誤射jを付託する権

限が、内務大[lIからむ弐るだけ切り離主れ、同脊l日;門〆:刈{JケLTOL'I!::;するl町本

;二守えられ，("べさであやことが~~~詐求められ「いる、こ i主/'::"た :l ~ 

1997年わ吋向一戸、ハ ドは庶民院に士j''" '~、品製な新記仰ま l~: ;i 三]広が但罪

判J;:文に--j~て馬r:':~ を冷げかけたと主のみ、'fr1lizt訴1jhに付三されるべ3であ

とよれこべていたl

Lかしハ 7ぐは、メイ出査委員会(，:対して、 1)，務ノ\f了(が既によ!t~:J所でなされえ

議論を再開する権限を、守ì"lé! のたびに1，主することへのぷ当(，~j~~~主 L え叩 1十円

トにあコ 7二、と;:1:へた。その重 ÌJ に対 l~'(、後任の内務大f:iたちは、安宜的に

内務ノ叶τかJik宇Ui--):1':ーヲ;こ者え換えるとしう，/1，品)こ同〈ことコごく、総|自存 f切

i'}、口むなことは河:fi}J.~I_LI が仙の斥}J: 負}十ないことでiIÓio、

日 Zander，op. 江 Uoo了110了守ヲ abo¥'e)p.603 

内 ~b 、l

ー ~.Û、 S: 抗生(0) 以)36
J
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できる Jろにずる別口や基準をI;!む:ヲることを試みたc しかしハ」ド¥'0.-， えf

調行委員会に以下りょっにlLIiヨした '1 分詩句、川 ~E;V:f ~:住吉つけるテこ，ぺtH1

て控訴況に対する事件のj"は王をfiJi正も控える Lことになうた、もし、これらの藍

l十が;i:!iた企機構により肝閉されろるなら(にそのほうがH.'<ミt'λ"

そりくそれは 最伶の椋みとしての裁判所Jの 5;:ょの形式、または独すした訓

弁'jl，務局、11:古川口出tcrv:m[ca:..:) としと鰐氏 2iιるだろう」と

てLてよ7

七、知i事司法に関する王立委員会

メ iqll犯の調者委民会における検討を附まえて、|ウ~只会し j勧告にお νζ

刀な '1旦体的4事企際問、刑事事刊市企!可 (CCHA:! う統制iにわたって徒索三

オL亡し iLU

1991 午容に任命さ i~;!:.二王JL 司会 l土、たくさ t 設内の"コ志 ζF土Jf十告が尽〈さ

れた~~，誤干IJ(/) j-.0j足え考1.. 主1、問告、まるため山取り;ため j を考!きする二とが、ーに

められた

7判事罰γ、に問「る う委員会の証言:，::. J31.， ，~亡、内務省 fi、受理干る詰願の数

(正イI'， I~i で討::700V 古川副「的{t~とあった、と述べた。刊当部によるこ、 1 '190 '11二、

約 lfj 叫が、 J~芹を之要とするかど 7 かを判断寸る以前L 控訴時への 21' :~Î による

ネーする倍長となっん J亡しごノi、なくとも II~3j;くの18οノ，;:'_~ ;;-2いて、 人11~3j;く

抵yこの苦手祭が、 3史容を吾{工されること;なった{

」二"妥長公l土1993イ:'-7 );二、訟判*i"を以り扱う間同につし ιての主力111l土浦勾
訟でほ!TI"れたと報告したu勧告によると、これらの了r件を取り;i:)J('J責任は、

内務省から切り除され、代わけにIr:trtru)祈わな独 υ!))il退問lごを設されるべきで

ある、〆き jLt'υνli句人~， 人のノしい.J;(:ノゾ、じを育め、よ立委日会に誕百をし

た多くれ討人はこのーとを裏ノすける日II.-:iを Lた。そして干す委員会は以!のJ

うに述べた I われわれのrb-~-(土、ジーン メイ抑の詞:";~に 4 り確 ù: ljた史家

に立ついていふ。それは、 Jj.i行の¥'7iJ、話泣に立っさ、 l へj務大 ~(iて、山務部剖

り当てムJした役割;止、可法としが((1)問の j吉元立と矛盾するとし"-)-=-c'::である υ

淀全な吉1云申現に陀らづ会 Lコ l王、辛料につい亡|うJ に淵去をすることは、 I)~務

ドジ zン e メイ射 Juhn は l'.，'，i岳民会の 日〉して1l旨されど人物

ぴ)びこりであうた 浜川弔{':を抜うための段構内 般的問1立が王立委員ご;;:討

し惜の問先によ:-);-'j'l.え5れた。
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i
 
I
 

二日誌S8(円 46:J) 3C-'>，S 



研市ノ

'lj'O)役割におし 1、抵抗がある。予辱{去の Fば主iを長えると、将来ごの「主[ロがったさく

立[ヒする、とLミうことはぢえられない口"~

5 らに二匹\'，をと~ i~、は 1'$ L iiてられI詩型を若君するため、もしi型査が必要

であれば担芥を性骨するとめ、そ L て i~~;!~院に品切なすす件を付託するえめJ4J

新たな機1誌がi社すさ μるへきである、とを~(→ v た〕委員会(7).t~~~1.:に!っ M ては、

新たな;ぉイ人は刑事ヲf斗稿作品 ithc CrtEl;n.1J Cascs注目:cwA:，thoritvj lCCRA) 

，t~ 1乙rj4さ札丈一日三

王立長良二ごり究家l玉、何罪判決に<.Jずるよ心がLiトされた、あるいはよ訴詐

川を得られなかハたことに対 L ご、話ぷ ~i-が新たと主機構を利用するということ

どめる も〆以:1¥ヘけ寺三が必lム!であゐとヰズたならば、じじ1¥r¥が事i1ii夜

有するこ'-:¥なる。 CCT{ i\ が間存を警察;，:指不する助台、 J現有を _~Hjlヨする H

tU:あわ、巴、lたであ必と考えた挺1t4C出いついて、仏w:zに技 ~l~l: をさせる格lJiを

もしJ望台によ i'，!~;~叫があった F

とが;j-;~をされれば、じし臼 1lz 事件を持Jキつー

試み liJ'~ \'-~ 1~ 吉じする" 1: て、 l;，~J~!~;~~ ;.t 19昨年:rE事 t.J;;;t、 1i条仁長ゴく内務-I:.E-!.

より十j託されん 訴ム河可、に その宇内を考布9-;~) CCRAが望ましい ω

考

える j~~ ，r明言 ("taLcmcnt) ベコ乱iN1平を支持する資料に J リ、 V守ヰ p'，i: は;~句みとさ

オiる桁

もし控訴院が、付託の根拠点三なv-， }与え P 場へ:'_~ il 、 l 古沢~にノ.\"γご、その

JlIlfljを/、lし亡弐司をする:37

仁仁R~'\ 1:土政府古川ノ独，'，--d-るが、議公において答#寸た在 i長
J がL':2、であ乙c

すなわ九、それはlノィ務大[γiをあるコ CCRミiよ、議会においと有f1告をわう J、:ft

大 ì-~l: ': ~_ ;1 同点'，'jる 去員長l之内|担稔:rQノh.:t-;，の防寸に基っさ女王によ I}汗命

されるムそのf也のn"t-，6v.:fi ~土ノ\;)，'じによ :1 f工命きれるM

長詳院は、尚三まのために仁仁主主にサLて率引を付託する権限をnっべ支で
ある L、しじ日¥.:土あらゆるそういった詞 T; の結果につνマ j~JJt誌に報告する

己-'Repon， op. cit. (fco::l1o::e 9 above) jJ.lS2， paLJ 9， 
"11 ~b~d. ， Id8~. palρII 

"結果的には政'1:はじCR八;こ代えて、 ijlJ't事件誌作安民会 (CriFlin;llC出じに

R~'vic~\\ 仁()lllmi~，，;i on) 己ノ473〆I することを;:;，~.ノ己 Lf二 J
'，(; ~-(epürtφ 0)). cit. l fco:no:eリョbo¥ャピJPリ182 ぷ丸山1出 12--lfi 

会bムd.，p.183， jJ31己1吹

羽 ~bid 十 ~d82. pnn只 13-E

ー ~.Û、 S: 抗生(4) 以)3~



インゲ弓ノドおよひウ-'.-::.，又に戸け三百Ij::)上持出:j度。紋t引l:jf主 ?・工)

しかし、じCRc'¥(手控訴杭古川、冠全lこうj哨よされ e 裁判所の 百，とはならない i;!

Jf~Jí.入院が Cじマムからの I ，J 討や交-;:::Jした場合、 仁仁氏えが適切であるこさえた

小J}J:~資不 ;.!-::~Æ由説明書わ補助資手?のコヒ 会 去校側 ζ 訴且fWJ(配布する

だし、」れらの資料!土公杭の免除特権 (publicir:tt't←st in-，ll;un;ty，:に上り禁iI

され i~ t 'ないもので士ければならなし川。 訴人は自分がj度当であると胤コ 7-'

/、

じ仁!~:'iに主トJ;ei'ノミ古耐に含まれてし￥るかど人かや寺

ぽ空イふず、宇 ~ì t"U~:i、 r十問題字提起 Tゐ二 f 刀￡できる 1

JCC泌氏は現行規則:"1ιついて CCIUが考慮できない事円、対えlZ証拠法出j

が組 w こ去るような~一件についご特 SIJ :こ、!'Iiめて例外μ'~ :'こじはあるが、 1" I犬

十字の[了っこか続ける ':2

とおっに訴訟を進め、

仁CR:'I~土、その決定に涜 Lて司法審存に出すべきごはない':-1

仁じ丘九 i二、法律家、とj 法伊誕かム構成されゐべきである員が京訟である

必要はない。うを民長は坑伎のまえ引111言以外りもσ、lこすべ主である" しじ;i'i¥は口、

律家ヤ行政l-{のスタ y アl よる援助を;と1十る J そしてy、以であれば、;:;t:!A:￥主

!JυY刊 SH目白:;tiおじのよ'.な守門家(T)g}J aを受けゐべきごある。特に、警察
UJj安売を常ι督寸ゐり;二岳民なiU)]を4るための、 1、 21t(/)専門不が七C.R¥. 

に!りl属する?とがさ空まし¥，-'-'i 

イIIi!J恨;11-，1， .~.おいて、仁仁R へは刑事， 1，ド、制度の不[うfな行に社主ヰ払い、二担

当とある〉考つれゐeZ恥を勧告することが「きるよっ μすべきとあるべ

」二"妥員会;工、じじR/i_ が半??を調査す穴きかどろかを日疋を"る上でのj~: 討

をだ義づ;ャょうとは L なか，.たっ五 3む:二、主~ご Î:rjS~ :'こ対て十件 ~"f ，J 託するこ三

イトj正当化寸，(，)'fn~かがィ了干了予る、 または;聖堂にお~ ，て行干[">9'，(，)だろう、 という惜

成Aの結論以 にラ刊の技干f( ，::'-'Y"、て止当化 Utls ，ifi~?十 l仁川

4
 
i
 
I
 

う9 ~Lùl.， }).183， p，itじ lS
'" 山 (1" ~)_](n. pnrれ 1:1川口(:p.lお7，山1川、:1

4 ムbムcl.，;::).18:~ ， p3E， :[ら

12 ~b~d. ， Id8-t. palρ、17-18

43 ;b;d.， :J.l討4ρill己 19

1-1 :b:d.， p.1S'1. pW: 2(! 

I.
C

， ~Iúl リ 18に parμ 之 1

1ぷ会bムd.，p.185， jJ31己ワ2

1'; ~bi ;，l.， ~d8~;. p; __ u" 2，l 

二日誌S8(円 4(3) 3C-';':l 
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担当の!礼則ベコアトtをさJ:t.;J:する必安が

日古ぷ人が、事it::ついてdtd志す。こ;ができるよつに、しCR;¥は J";Jな人的、

資金l可耳が犯分されるべき CrJ弘之 トしバの;之、誤判1)(J)被需を被:;、その佼

長い則市?の懲役nJをす告さオし7二人々 J下、手間が捜査を守之イd河情 j';';;Vlることを?を

仁仁R，'¥¥'立、は査寸る半fIを t忌世するため、

ある

員会にl哨得手せるために、戸前ヤ-1えの昨みにおいて明らかに、 ;;:U千}Jを持つ

c.41'.~l や「註即 rω こ !":(;tJJJ ぞ小 '1 能主から Fある日

王立長良二ごは、担三三が警察;')，タ!の人物によりなさ九るべきであると、ミう考λ

を検討したが、花川ばJrえしたウ~~司会:王、ごh 芹にづい亡果たさ 1しとkけれ

ばならない按立の範阿£刈象、ち九にiム又ちれる安i泊告考慮すると、警察lJy¥

にちだp;:{(jな毘択の余地 (pra(，li山つIca[lPrn;ui、ρ) はないヘ少考え丈)
王 f二、有黒とされた人物が、上必手段ブトなくなヮ 1~徒に、安民公に刈ヂる肢

体をするための口、i$.快ftJi~ピ認める jg，切な制叫が必要ごあるヘ

この lυ 委ft 設の勧告は、J.9%午好字 f~.0!t:?)， ι~'i;-)lillal A問、日~ s'，ct 199o) 

において jムく実刊されることとなった「すなわ九、 1533イ;法に恭ラいえ刑事事

件舟審委民会 rcじJ~C) 刀、~，t t!..されたのとある

以 L:c) ..t与に、 1D68イ|の JUSTICE 沼山から於えて2~"(1 似こに、独白!〆 /:.'m:iを

J かしな

がら、飼い L た君主主~'1'~t院を求める宇張はその役 ~)W~:)~主くなされてし、た。結局

多くの誤判 t..f.十が明らかにな u ア':.iFh 果と Lて、審脊桔tち~O)設了?に之、った

機関が設立されたム 27空間政l付(玉、若干午機F;fu)設立をさだし続けた

刑事掌件再審委員会の創設とその組織

ここまでは CC:~C 臼i訪れが待を慨民 1 た)そこご、こ i1.から尖派にどのよ

うな，f附哉ど c，-c (ベ完(均 ιえずされトのかを不安討すみγ ニ

第ニ童話

41~ ;b;d.. ;).1討l、 ρíll 己~~)

lq :b:d.， p.18ti， pu，: 28 

:，1)マlJir.1リJ.87.parμι32 

5Cし民正設~~初め訴え ζ l...- :...、 Ka:e .¥:[zdleson 'TheしfllElna.'.しas自民引 le¥V

じいn，山1山、 Oll:I!()¥¥.. Wi;; I~ ¥Vork . Crimal L川ル RqJflrl U99!.)) ]).929 まチ、

ー ~.Û、 S: 抗生(2) 以)32
J
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199~:/f- JI力会[寺 訴法t(~iJ 、 f 弓怖いに斗d了を:寸~r:寸るかど「かの刈折は、内務大

1:;:(によ Nなさわい二、こ ζ{よ"11.'山へに そして付託の悦拠lょ lZぺ平lじある

円能:::tli'非常に出""J ということであっ I また、 F吉弘元でさ命事件(手、 IEプJ三

IV?状，某~j< -'I(れの有黒判ほおよ()"法伴羽;m:ついてだけだっf:{
この権日mは 199~í{五刑事訴法勺こ J り尽止された そ L し 09í~ 1 )j、:)j

:Hj rJL'の権限の代わりとして仁ιEしが設'!.されピ CCRC土、jj-，{につい、

内務大円よりも弘前1な権限キ守ごし 1品。ま tCCRC (:t下式起訴事i干の岬な

らず、略式起IJ:.事行1=1帯してもi寸aずる栴以ノ1、ある口また有罪、河i:-J(-(.対してだ
りず去し量刑につい、もれ託寸る二とがご去るοJ加えい仁C2CJまJ当者に

関叫する'k哲11":1な?在日とむ有しといる そのr-両、じCIミにのえお色料に閉じて

は結小されており、子ヘ7イ、 Jレ(Ch，ll:llc1!奇につし:てはその官特は疋はず、軍

法会議Lついても亡CRιの権以は除外されるれ

じじくじ l立 係いやオい(山、cr[riハll(::y) J 叫j!慌こ l〆て」止すきれとお iJl J、

じじRじの紋査の校訓と vλ) のはi守中の r~t-IJ ~.ヲ向けたものであるが、てオL:.，-加え

て、かつてへj務省が取り扱つに車内に同 Lてもにcr~c が宇件を 7 さ結ぐこ ω

/J'.-~c ~ 
v 

CCPC (f)情Gttl;立 11人を下司ッてl三な lろない J また、ノyな:とも CC[iじ

の構成忌のう-r， 3うtU)1 ~よ法的資倍を持丸、他の 3 ~Joノ 2:よ 首相により刑事

司仏'::;-:JJ!j~のありゆゐ市ごの知識ι終車有をみっとみなされる人訟 であ Q 「JI

じCR仁を円本においと%~介したよ献と、 tLl~ 同←「 イギ lJ ス jfず事事 ?i-:lnl~.ti:'

民会 C:'im:na仁川{ぉ R:'vj(、¥vCO:1ll1:i:-;:--;ioll の]円止にと n*~llJ l謀エli救済 ζ打j与司法

の~~~霊巴 川、:.''T'論L !2，(州日 17~l頁があゐ J

出しri:nin2.1/'-j;Plぺ ¥.cl10G8，呉 17

日仁riTllinal-''-¥P[lP;-し /-¥ct19% 汽 1仁川河l;!l河1仁a:w:--;[u'vipw 

'， j ~Lùl.， :>，8 

口 T 汁川n汁IT抗y什1"げr.'T 

Ac:_ 1999 

刊 CC~以え点Ciはi ド内4 イd務y芦7γ，当有当、日泊J 、らク幻;)2刊 Cの今守事ミ刊、 20川午 3 月 ~~1 Hま ごの'Z~だ均台戸|で~~， 1!M 

1'1'0)請求を引3礼者いでおり 子 0') 与ら 79ftが担訴院に付~r:，され 35門のう f，27

1午、有主主tlJ決の仮些あるいはがJ(/)i!~~れやがなされ 日件によハミ ζ有罪t'パたが調[持
モミオL/.:. T<l)'lor nr. ci: ':fOOltlOlC 5，3 ;1])I)¥:J p.-H 1 

:_~ C了lT:lllla:，.l， l-~P同 I Ar: ヨ 9~) ， s.8 (:~)， ;:;，2， Sched..lいよると、 iH-ぞlct出豆りあるい

は陵町寸あり、多くて 5午の一定のノ明l削が志り、長人でもlο午で訓おされる仁
川 b、1.， s_3 (G) ~/) 

二日誌S8(円 46J 3C-'J，l ~1161 
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仁仁 Rじは首相に十.:7(-'(~ ~_i_. 書を提出 L なければならな

亡C!(じの ~~l_;Liよ、出万年 ;1 11事 C_)f{:t: ~条 2 J8.に上~) .水められる ての規定{よ

「じ仁RCは守二J)J主人こ ν て、 まf二千円片つあうゆ φ地1¥'r:、免京ヰド修または府権

を'{J'f史ずる J みなされゐてきではなし、 J .~ Lてしる、 L刀、 J ながり、

。〉主主ずれ Uft 民{士、梢 ;oc員が首相0，猷 fi了;こもとコ~J;.、むこ J り f千命さ μる山、にあ

る J この任命 ;ljlえは王，1長員会:二よ行徒案され、任命日茂がじCR仁の 1~:_Ú: 舟

tつけるものではない、介されてし rLMJ~

Cじ1¥C(7)構成長 ζ 校長[土、共にド奇部長と Lて不適格者であどにきりに、情

庶民につい， '土、買事、涜やit.Tイルランド議会 Lb以 ml:;v) [./)法戎只資格か

らも不治箔主こえれゐむつひ女二F:去、 定の条刊の「でしC[，じの{膏肌員としての

恥を剥11"_--tーるここ刀ぎできる日)また、 CCRCの構成比にぷノムdl:::.ii:が行われ.上方

合、構成長あるいは減員(こ」るヮ|去式的?害報公開古去される61

CCRC 

一、裁判所への付託

CCRCが忽EiL判所乃 2のような事情!こっ、ミてイ.Jceむさとのかここからは、

について涼べ6

F'I事応院「おいて評珪 5れど事件のイJ託

CCRC:土三式起訴犯罪についご有罪判仇G、量刑l決定{ぺ心神喪主 l川 anity!

を机間とする告牙討;，1:";、そし〈行為持能ノJ~ によゐ、 E手法された?為あるい

日 CC~C 引年次報ιL して Cri :llinal Ca::its Rev刊 Cu:llrr.i出。nAnr.ual R叩_ll"t

ニncl_i¥ct"Jl:nls 2005-'?006ロ006.1Su~i (ì n乱れ OLcc がある c この淑 li「書による

と、 2U山年日月九i 日時 \~:j，-C，委R の数はlE1毛であるυ

市 Rcp:JrL， op. ciL. ([(Y) ~.nの日日 abo 、 c) p.183. p:lra.13 

r;; J ¥l ri (;:'， ;¥れ 1m!!.s.l S¥、hc(l IλS ;i 1日山Hιdliy :¥ ppじれ1へく Ii 9~旧日 29 (1)， 

S:=-~ed つ;J2ra8

はしrhdnalArpC:l: ~'\_cl 19%，ミ29U) ， Scl'-c(L~ ， ;)ar2slO and 11 

CJ ;bゴバ(;-;， Sch目u
ti'l :b:d. ，日~，)

c ~Iúl" s.9; L 

同会bムd.，s.9(:)) 

山 ~bid" s_9¥:.i>， CriElirJal 仁;-;~;(九日 (\';vv，: Ull ，; alli~:;.'-) Acl1999 

ー ~.Û、 3:.6 全日(;1以);)0
J
 -
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(立小作為かあったといスヰ4実 H.~~， :;}~ (fj" clin.<1郎 lニワいての審査を控訴院に求め

るここカ当-c;2-d 

日古求人泊 'ff~)i-\判決につい Cj"' ，，{を F台以 L ごいる場介でも、 仁CR(が正日IJ(/) 

み ξ下件を付託するこムもできる 6，-ハ ユィす託がなさ tιωr 、 j~~;~;t.院は 19G8ij三

ノ刊事 l存法的過宮下続によりなされる I.f若手と;司除にそC刊す子
rを];:{i) m うパlυt~

JiT I誌におけるこA人のL:~J: (，土、 じ仁迂丈一が1寸百fやするためにitt正の長礎と 1た
ifl'自に限定きれωこt:;;tなし¥，1

iú't、↑:rj j:裁 ;::mf におし，'(審理手れた:'1 1牛 (nH~:

Cαtcは、;円安tlず事JHlj乃Tにおいて前理ミれた事イ1にういて、刑事l以法jむ;ト虻仏;に二J

LてA吋，J~託u一乙こしが川来/ゐ')0 かつての iノィ務大fすの権~~--パ[立、略式起訴!~~，if~:'，:女了

ヂる付訟はでき争力、勺た この'f-s-b-2~，二、有罪判ほ7コおよび己

') 

刊行伝ごよ〉るつ

-11有率制ji削?ヲいてiす言とかなされると、刑事法民は、 19Sii年;古女tlJ事裁判

JI:I口、 l崎長:反に長ピ)'(通常の i部手続レ同様にjJf;{を取り扱う 7にその「ミ，I~

需は新たなる主張や新司l拠が1111わるt4おな打字下瑚を子入。 i民常川上訴「段以外
に 1，;礼記 ~Íiを確保す。 l 令示 q/!. ~立、 f付.J;託乙がE詰寺主人が1治f戸;安さ刑判ド判itι裁主判:kJÎ'~， おL

与罪Wi:答5冗弁、"Lし〆丈と_:7カか!/，、千ド台、詰か'1に:問h らずなされうる J、lいうことである ρ デなわち、

有罪符7下の 1えにィミ北朝決い井~.L.. -c t-.fr;~を広め JL 治会にj重日生 e .~) ~ヨ雑を泣ける

ことができるー

請求人が 有出判決につい、十何十d、結へのj.j託を求めた地合に、 ET求人が請

求しなかったこしても♀ITIJi.:ついてのか事件を1cJ，{ヲ之}ことができる，-， 0 Irrjヒ

CI~ ;b;;J" s古川ノ

ω~Lùl.， :-;.9 (1 

引)マhi(l"S告(2I

7 ムbムcl..s，H (5) 

ロ b~d. ， :>_11 <~ 

日 b;d"s_11 ~ム)

:-'1 :b:d.，日 11、21

~Iúl.. sJl ~~; 

f3ylor. cp. Ct:. -:j'oornote 5~ 3bovε) p.443 

，-'; Cri-'llln;-;lべPP(斗ヘcl19% 人 11(1)(b) 

只
--二日誌S8(円 4S:>)3C29 
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C 0)1μ:二人初に到達寸之，1'(iザ山伏にl叫しても icHJiこ汁i3L寸とごとがでえる

村長f;が治安判事故半1;JI!Iの主:liJ;I、一対して~~れる場首、 'flJ J' il、完(よ治安判事J/(

判所の早川権限(，~ :a~í三ンてギJ析をしなければならな L' ¥'" 

市1J1守山院は、有罪判決あるいは軍刑lほ疋;こついて付託が去されに:人特に対し

て rx釈 (~HjlÌを認めることかできる」また、請求人が保釈により荒1放されて

いるiウihj(よノドジL匂官汁数;こ算人されなし，%

il:(i式起訴よい f~い認す乙 1 託手トぶめゐ J晶子干、他のj北半"司flま〉 4式の速記録がそ

ろっていない」とにより、止命Eι泊三ぐ"J弔荻 ['IJl吋に日 c ，て'1:じた)とを fr!~.t:.-<I

るうえで、 立との[副知がとドじると考えられるわ lt.安尚三一裁刈l巧(こぶしぺ牛し

たここに閉すふ院ーの公約三寸説:止、前官干IJ事Jム判所古河 (ddk) の~~;î~J~ 亡ある

治安コJJ31j裁判所ごfま乙1二2についc...--''f+ I.t'，がある場合、 :古J生幻1汗日記己;釘子

いて〈必=される w託;兄:寺明1とつき〆合云わ1せ計4φhことが=弐立μめ2 ム1札Lるカも uれLi士l

3 分社主主ら刊t:;;J~ されノ。事 ~f可

L ，LyJ望者をqJうCCTIιJj土地管轄はグラン戸、 ウT.，-_.レぐ、 Jじアイ
J> ')‘ ]-'"0)主ムであ {ir:って、チャネルにhoム ncl .l島はじ仁日じの符Mì~ 、 l コ

除外e':-;f:る~出]、会議の管特から止じる t'Jêi に喝しとも 管時から除外され

。叶 これらの領?或は、河I芸大["の↑J託十年|恨の<ftJI t-~_ ，;:ノ、fJ託「続!一閉する

;)、t忠元込な」、ままいなってし、る

4 人lcCの左i準

1 D95 (1 刑事ム訴法13X:IJ良(.~.よると、イサ託1] なされるには一般的に ~J， ~U)3

Jの志準が満fされな;ムオ i;tな"ない j

ヤ hi(l..sJ 1 

7りムbムd十 sJl(f;) 

加 b~d" :>_11 ，，7) 

，~: Tay]or， op. cic心。OtIlOtL' ~);i abo'，，;('} p.444 

:<~行宏判事裁判所σ) ，Jl.0，~~ ~.~叫する阿佐[!.?コいては、千テ立事実i-!2~王与の Lf:lf 0) 

場台 l同司、とあり、大抵の渇合ぃ問題とならなL、

E<i Cri:llinロ1Arpe2キ .~ct 1 :lD5. 5.33 

，'1 ~bid" s_29 ;}!ld Schc(].2 

l.:.19; ー ~.Û、 S: 抗生;;8) 以)2 宅
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a 

。l

委員会が、付託がなされたならば、ふ!W干1I氏、許1/とお、 る

~ )1土手許刊が維持主れないごろうという l現実的可誌件 "ω1p05ぉibiliry)J 

がある、と 15えるこ Lレο

" I 

111，1 

自罪判決、引;犬、ポヨヨI~.;E.について付託 F る場昔、現実l円 rlf能什の

ど[藍か、 j頁審あるいは|訴審で.tlt 小されなかった守二日長あるいはjj'11:~誌を

時111とすること

量刑IJrトつv て1:~t-I.ゐ J詩今、服審あ乙いは卜訴審で従/J' でされなかり

た法j~:刊 2どある 1" は情報に長づく主張を J1ir町三 t るーこと f

何 台以下lJi夫、刑一氏、字文認定、:量測に討するし訴が、 J互に審理されて v る、

あるいは )~(j:;可が却「されていなけオばならないこと しかし、請求人

は、 t人Fのiロコに__ m.. j¥，てイ、Ji[を:jとめるこ少が認められる。
単独7$，':':j同に」る許 iJ1:，1卜が法A(!)走、佐を十分に満たしてい J七ので、

読J、人が{t~fi担、伝への許叫(i){::r::}ò百以をしなカハたこ

有，，1'1 りと r 付'-J るト J~~/; 可がぷ符されたが、その絞 sチ|祈念したや

こういったJ訪台、話:J(:J、控訴院¥，-:.，t ，) )長引あるいはtrjてさ札えーもの ω

して取り

さら J 、l例外的状況」がイ-y;作するならば、 I，bll'，1およびいJで述べられλ基準

が均九され亡いない場合とあっぐも、控訴院に有罪判決をヘト託できるハにただ

し、_:;.:;rlJ (!)'[.;-5{ についてlLl例外的状川 J 0)規定は週出されず、付Etを1る

ため(，:::1JIbiiおよび1C 1を満たさ予なければならな'，，"

J 付託lよ，Q311三ょに対 fも CCR(の 7ブロ
.， 
J 

JJ.I，'N寸託<7)悲;"を 目、述べたが、実際に付託をど!華寸る亡しkしのアアロ」

より 1地な牧可が必定になる J でこじ、き f吉を 4ノ、~ぷ予告明確に jるために:正、

JするJ:I寄らにおける次のヰベ要な，1'0の丈について拝なしたし ο

「羽実的iiI詑十字'¥/ 

川 l、下市長欠 を相Hv!j. とす令無~j;[;};τ!)~のこと U

的行為)m，1J't)J0)人1品刀、

認でのこ〉

訴追されヂ作為ヨぅゐいは不作為ゃなしと，.う事実

E，~ Cri:llinロ1Arpe2今上¥d2S1968. 1".10 (~;〆

出 Cri-'llln;-;l勺、1"斗 ¥cl19% 人 13(2) 

二日誌S8(円 4Sl) 3C27 :eo! 



研市ノ

r--r続きにおいて宇散されなかった宇取あるいは司l干Ll:J (仇「山決にl斗

「例外的 ;I}~)'兄」

'1長官ごヱ医されなかった、 dト体問題あるいは情報h 司するヱ張 J ¥塁

ュifし

u 

F:Ji丈主にi羽i享Lて)

「土互主的ドj能性」

こ円〉えι吉;はi、利三専拝上

とし 3うP 葉に lせ法性 '1仰泊川 bμbilバ山Cl、什)J と(:1 、う訂~__i 玄がf加IJU江μすわココたことについ ι 質間

存れたここに汁ず〆ω3λ告;;，:ええで、 F可4芽肯0)議;'1:7q~:f年弐 I~-( (:~he l'，1rILa;ne;-:.L:r.;， 

l:d~T-SCCrCl (l rJ り r SJ 日 L~' !υL:ll: IIt):llt: Dcp川 ln:cnl)コラス‘ fミ デJ

C\i:=-~ol2s Baker)は「このよ言は英語に五けるi昆J市のロ味でit)弔しており、「現

実:J'0iこい 7tlf i 土叫古市沖を:;j-:~'!三 3 る意味で 'Í'1.! 閉され、その判断は主主判所 iこよ

りなメわる Jくさ Pある的」と述f、た口

論者の中には、この見~が1日出1 午刑苧!訴iL .l 7 来、 fなわι内務λFのi;c{ 
より 11，òE的てある、とし i う主張士一あった 9') これ~:.. ，{.J〆丸、]日実的仁じH七のア

A_' 

f口ー?の況はiJ:土、委封会における議論により 11月ムヵにされた 1

仁仁RじがHCf三をする以削に l 現実的可~!'二位」に注 L なければならな=\

ことは全くない ，Jj，y:.、現J丈出口]能析とは 問題とされる自立r斗決ぃ誤りがな

、
r

、

1
2
 
一:
L

5
Jか
し

」

¥1パlcncミ1，)であり、 二7党人力、主正案でめるかとうかということは意味し

ないu また いくつかの専問により il三が認められない助会 いわゆる I!/'J1~1 

8':;疑い(]日kingdGul川」の事件 l土、間」首叫に与高されるならば人~ld{ されるか

もLれないし、有罪判決の誤 i(')合き

し、二と

について問題が生じるかもし

CCRじ地主巨らそnijll抱をまた、百11拠能りのな v 剖拠による請求は

前作することを桜拠Jこ r三月 ~qιる93

れな t

附H.:l!lsa!"o，!-ji川町りfLo;(:s， 'v"u1. ;-)6¥ col 9(-iL p.446 

日()γl只chιfiぉ11(;l¥'ob:rs， Crir;lii-:.，-:.J i¥ppCiil /¥c' 1995: TI日、に円九anl'C"味。1"J 11 ri，<;d ic 

ti~Jn. .1日 D6 九L L.;~. ;)，3 

s-'- Taylo~... op. :=-:L r: foo~斗ote ::-.5 2bO¥ぜ)9.446 

あ勺たこ

じ 、ν l' 乱r~U もも

¥') Tn吋or，01、C1

l"aylo! は ::";CRしの委員で

ー ~.Û、 S:Ji 全日円)以)2行

る， J、
ら(，j')、

~199f< CriTllし1¥.:i()(i， Cヘ

; [()()Lll()L~' 55 :'1 bo、C!p.1: '16 

J
 
I
 

ヲ】
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1l¥'3主的')J能性とい λ丈-;-10)実民的な性質に出ム子と、 ぞれカ存1'1.-'るかどう

か、会考慮;j--d_r.での、最終lカな判断立を素と与えられるのは、判長:みすべきで

ある 2いへ CCRC(.ん江士、〉、卜L乙;対する控訴|誌の対応の両者であろっ〈什o i:x 

7Tは前巧よりも If習いが高しい考えられ、 紋(r~な上訴に対ずゐ 有泉に11:り

があるーと Iun"af::!iし問).J ;こi羽3るフストを海辺することに士 ;j、 このごこ

l二件J下院の j-~'，;;\'の傾向を反i噴ごい匂切J

それでは、「現主的)J能性」 いつ士の効果，，-つい C、病コドキ!!?-::;.、許決の

晋さ宍之、早刑法Jだをそれぞれ一付d..ずる均台に分けて論ιる

}¥- 有罪広:Jj).~'!，二;，J ず fFJ ノ村E

i:::--'7" :1 ::，--=t件 l勺:メjし!と 丈 l 監部 l土、事件のイ.J-;~(:.こ隠会一心 CCRCの請ぷ苅

iについてωμL王ィ荷主を hゥた 判決(1)甲で、止王尽却はしじ主しりi支f，Uと右

辺1γ干における請求を1，Jえする;買切令γブロ チについこ， ，及じたc 子(/)1I1で

ド J ゾJム ':I:3:n日!Jeltl) 首席!&fU'i円は以卜 (j)J.へl?71ヒベJt二η

1!)95院刑事 1-Cl十iL_l::l朱 lぷ a 三において、イ空~J~誌に村正される 11 川Iy:.こ i也え

たと日断さオしなければなりない境界線とし〈不されたに}/，実的可能十J] (! jテス

トと~J:， ccr¥c (j)判断によ。と、わずカな機会タ〉るいはわずかの官能性以卜

てあるが、主然性、見込みある I~ ， ~よ地実牲とは宍なる、制然性を不す。仁じまじ

(土、も L、↑J正がなされるならば、舎なくムも有罪判決が総刊されないき珂Lつ

な凡込みがあると判断しなければなんない。 CCR仁が ~F 内かに，中山な半刊を

除いて、 Ff動的に全ての下位を什討すべきだとすれは¥その機能Jよ軒断IJうと L

7 よ l パ J し今捻悦約:なるだろっし、 Jーこ訴;i~1j 多/の l:_Rrf:~'処理しなければな

人なくなる I 方で、 CCRC が;llrj、人に勝;J~の見五みがある、ム判湘1- ~，ない ~J~

り4':':を付託しないと寸れば、 1寸~l: -9 る印 1I怖のあった治求事件が控詐|山 l こイて5L

主れることカなべなり CCI!C の当初出 1:1ながj'!(めムれることになる~:;- ) J 

Lかしなが" |戸「の結果に阿係 T品三i例lニフ手;i=Sがある場作l一向起がある。

その場合、 C仁村仁は、矛右 Fる判[刊のl評釈につし εて11身の児院を不し、 rち
りの問問]が妥当かどろかを;:'1析しなければならな， ，υ 己アノ〆事f';'におて

山 b~d ， jJAGG 

~'.-) ~b;d. p.466 

川三¥'.C:-iコlim:l仁川円 ru'vi刊 Con:n:i附け11，月)).Pca】叩II ~1909J ~;へ[: E.T<-，108， DC 
，.-
bicl. p， 505 

二日誌S8(円4S:J)3C2S :e2j 
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ピJ プ5ム首席裁判官;zf仁じRC0)記、守三される判断l土 非常に交わ Jた手:1住tで

ある l なぜなら、その判相'1'よ作J卜1:'んが114tるだろう見解じっちすながとえを不可i主的に

含むからでおる、勺ど述べている、 CCRじが、控訴たむの i且泊を予~~:~'Tるこ L を

求めるこシがあ:.]:.る、トぃ 7こルだ}治局、ピアソ〆す什'+に nいて、女上川

部'-;'、 CCl(CにJる子別行為が控訴院の機誌を4うことで志る F干のギij+tを子j

l、した決I さらに、女王所目下は、 じCRC.:よ】1i8i1Ç武力忌ウをこな念 jR !iIIO) 'Jl~二に

応 υ てイJ 託 fベき 4イ下奇沢~-9べきである、あゐい :_i:41:::1 J~l l)(Iに基づいて

弔を付託すべき℃ある、こ t'う見解を示~ I~:-， そういった坊主に止ムミて、~~

詳院は詰J、人に対しと有平1](こ、判断する 校デ:.I}(;liJ能 ρ宇lが存ノ!する場合(こ矛盾

し亡事れや付託するぺしかし、仁仁;zc にとって詰〆記事引における仙の';;~-川や

考市 tLこ介、主要〉な{)()

A-2 ~F~ :I'J~{~'，三("， Llb "，Wu '-Í O l\ o[ Jn allc:rnaLi日目nlicL)

l~ Er{c れるべ主有~þtUH!::古河t::tsされるが、 をれ以外の有~~;f;~犬が1 以;8ギ刑事

f-~~;t;L :)条11'1に工、匿さ呉え η れる 、し Jう場合がある。こういっと状(yfに

刻すゐ関 I~， ~i fレテノ事件i回』二仇リ表LUした。事('1刀、13条ク)4先手を1前た，jと、

同;!J;cI.p. ;:)05 

叩ピアソム/卓itでは、新たな精神手 lにによる試行をd、めることにコいての;;

伴:こっしぺ争われた

。"C:"ir:lI:lal Aj甲山\:::~， 19!日，，，，.14<3). ~1 条ある v 叶ょ :0 条ド主主ワく fj 訟手する

か介うかを考庶ずるつえで、 CC~， C はJ主訴院 1，，-丸山してき þ~を本的ゐ点につい

て回会をする 本条項に某っく付託に間Lご、持品定は、照会されと員長点tごつ

いて-~-膚:ハ ~:I;ì，μにw;する背揮を委員会に7寸寸る J

川 Crin:illill..'¥r甲山 ACll桁8.~ソ\lノ トヨ卜人が寸拝f?1rをしなかった32り仏?つ

いてヰィ ~t とされ、|界内が l正式起訴刀、に長ついη それ以外的犯罪l ーゥいコ廿!jTで

ある〆考えることができ、 さらにrrf1蕃の:;1-)三認定:.:;bl，-，~亡、正審:)がその j山i'

m有罪を誕羽ずる花4実つ v て ~;:;J 干53 什ムれたにj主 v 、ないことがj'7'I":~0'~ì~

と勺て明己かとと場「「、本条I只は適用されるご

に 3 .1"干 jft-;V~~ 士、 正与を l立'l"rするある ν斗U:)J下するfE1Jり仁、防有によ

て判断されん"iY-U↓とそれlJ.対03山 ¥0)右与i'こを泣き投えられゐ。さらに、存浬
で決定さ1した量刑lイにわって、それ以札の犯罪)こっし ，-r、非市(過円'"な量元1Iで
ない収り、法律で民ダメノれた号mを吋刃h，る 4ことろできる〔
fl~ R、:h'cdd.v.Sl"d:~ and Dhi:1on [19951へc.t:¥l:-l. IIL 

ー ~.Û、 S:Ji.~;;4) 以)2~
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仁仁Rじ.::;::9手伝]y只♂号に基ワいて半併を/おけるいこの「寸5[C)桔県と、 者七、l

の~TU吋 q;主主換え iつれるかこうかということは、行J十院にとっての問題、あ

り、仁CR仁の間短ではな'..;' νかしながら、正じRC:こは、 9失 1現 ι号にお

ける かもしれとぐい :Y:ldY)J 'y う)，百に芸妓付けられる 1':111抗告がある l山{

品択 のiN"i去の置きJ県λがほとんど、あるいは全く実際 iの遣いをもたりさ

ない場合とい:と」うな お託をす匂ここがヒJ人にとっご記ctのない結果舟

も汗らす一、日なゐJ:'ll論!の効果lむさない場今には、

な1ゐこいう山市政Eを寺峰、する， 'l~ 

1¥ -:.; 量HlW，廷の付

CCf<C がq:;-f~!\:'1 ，J~[L 

"':J::I決定の j'l 託 ~J ， ;Y~if比:J決の H:tよれもはるかに8J難であるぷつに思われ

る 必ずなに、量抗は有罪河決ι較べて、 fljlí;ir-'~ 素が別々の弔f<~ ì~ お、弓て J :.. 

複是正ごあるかっずある台以下にぷべる手つのHef

ペヲアプ]::1_C)ーがW:Jロ正!ており、

をみつ←←いることを示ンてし Jる〕

:れらのi寸誌は仁じ引が比較均限延的な込が

グ -j"¥ L、事fil) において、 号!;:)ヵ;;:眠土利弔什と較べて、明らかに重混ぜゐ

と考λ らオiたにとや時111iこ景け問題が村正1"わたコ主主誹院はごh(::::司志せず

怠立こじて 仁仁獄、 yよ佐ぷ、抗に斗引決泌を付託する自1:1:;な権|担があるーhて

その量対決定世主Lト裁判官が、量刑;司すJL 段Lつな畑地平あ九浩之要因i

応ヒτ令t云R!jに午、叫が決定されたのであれば、彼;11人l土点下Un扶牲者でめるぜ

円七件があるとは判断5札ヲ、従，:て最jfりが椎持主れない l坑よね可能性 が有

平下しない、と述べ ι さらに、控訴院の♀iT'決主l土、数(:'-C変化しうるもので

あ:)、;~i:三の川潟に Ji映される ιl7 であ山 c その:一、量刑J ル iす"，-の買に長)卜

。〉市JC)_I_I;l~めるいは)fI;(')-1恨の交史(立、 fil王自?なイ、;Hi問 ¥Tエド由とはなら在 l.'0 

いパ'! 雫f十円行にかいし、強 i~}'-'r:件につい C 有史詩 71' やた n 被;!?人じっ苦

汀1)が重也さみとして{寸:;tがなされた)このミごjf}:<:O)基硲 τなったのは、同組事??

"す例、イ-;';)rllJ ìft.7'J;"þ，、全で品ると ~j -C~1-i-:押されな u 、 l ノ7五日ぎJ な fIJ (jj;H生 i があるー

似 I~iclnrd:;oll ， [l999] Crirl.U-( p.~-，i()4. 

ム O~) L:c ~iElCS (1809¥ Fclハ ι::ry12 

lJ(i Robeny ¥肌円JOned) ~iby l:-l， HJ99， ci-ced fn)lTI Tayhlr， op. cit. (f別了Ilute日

a.bovc; p.448. 

"絞含人，:.;:liゾ?トで老!J.: かりノ、ン Vパソグのひ.~~ 1ニ<:) n ~ι:こ問わった

二日誌S8(円 4S3) 3C2:; :e4J 
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。〉国!fI;と絞仁、明らかに I~~~ であるといろふとと、円百求人の悩人的な半'I'Þ で

あっと Lこ何事ιにお v 止と、 '!J百イ[よよ羽:-~れ、J'~Jf~~~fよ l路ニ ~.;l ':需の~くの事

件にお~， ，て、足抗争仁司 (brackcl) 0)最前は 5~t である しかしなかム、

(-1.' ¥ -')量刑Jが、議会か十字1ιR完:7)シちらかが上限について込てたから r、、(て副

Sl~ されるわけではな u 、。その中、況は↑弓常的に変化タる j と述\ナー l

JJ、卜で{王、 f-1 ~~1 ;(J)ノ守ヤ ンにJ晶子ヤ分:Jしてそれぞれの甘jE占か:tRtl斗し

た スゴプ入'}"/ド刑事与円円本委 fl'~~ (Scot了iS2Crinぃ llJ.lC J.ses I<e¥'児 W

仁川川ji"sion) ごは11立の要件とし.c' fJ~交 1:1<) liJ能性 lを要不せず代わりに「委

員，;，が誤tll-Cあると考えたかこうか」とてvλる これにより、妥員会がい"JI'

院の判断を先取 i")")0こ ζ なし L託を "1詑にしてい之 ;'h CCRじが誤判救

清を巨的として創設された討議からよると、 ~::fl は:;*~e'を採るべきであろうに

¥k 手殺の叩で王張ミれなかったロ正J地

CCRC は、 1968年#宇 r-，~;~i)、お全にた.':) l，<ぺ、芳三;正処に r~') るテストを t るハ

そり際、新剖秘に小って、 1，罪判決めるいは事実認宅が、れ;'!~:;j(;(こ。九リ己どりが

ある ~I: 出1 をされる r:tttぇ;ヲτ能性d を止 Lるカど〕かについて CCRCが判

断ヲることになるーし仁Rじうま汁析寸べきここは、新liiHk!;~-~その l 現実的可能性」

がめる刀、どうかである1ω fu頼'[:;:， (c;吋ibili:y) をテスト Tζ ことは、結局、

技詐院がる慢すfミき誠司を択定する 1')，H に~"_i--'を聞くよろなものである戸従っ

て証拠が珂らかにぶ!??で主な v 時!?、 CC[{C はt，件をjJ託することを却下す

台。

;i いろへえ丈ピアノ〉苧科 F ピシガム円!軍政~1j 'Ù が;，主べ、 U、ふこしは以トの通

りである。

「利 ;JEI悼のそ日;:fl、恨い こいる有罪fl;i1~;= ，~J---~ るY-J誌に問しと LιI<'C ~土

l附 f¥て【、rDllff 'CdつlimdC山 csTu'yic¥v心)コllnisc;iol1Sa:ld Ddcn'n(じ tr!~_川、仁川Bτ

1'11εEY31u:iciOll of上iviclenceJ.r'，d 五、 iden~;arv .Kul目(つf戸)1)仁rtGlr'calLz，w H.epor 

p.3H この斗お丈では、~，I 拠詑 )j のな-'"jjll 拠で志るが 1"1 持 lこ、誤判の縦し、を 1

t:許せるまj自1の取りそ吸いについ、論じ lこいる それに問辿〆、 しじIiじの匂

託基準につし 3ても論-:tられている

。)R 芯 CriηIFi札IC出t'Si~ぞれ円、 CO Dl l刊行 i (J ll. t¥ p. P刊 γ的 II [;999J :-¥ A ; KR 

'1:)8 

ー ~.Û、 S: 抗生:1 2) 以)22



インゲ弓ノドおよひウ-'--::.，又に戸け三百Ij::)上持出:j度。紋t引l:jf主 ?・工)

自身に 重山疑問をt:;;'たねばならない〕すなわι、汁i3Lがなされるな::， i工、 rT
d院が新証拠を，~;yするというァ司:主的r能'["がある ζ いうことを考おごさるの

か〔もしそうであ札 1-."、控訴院i;;'.H:W-:c維持 ν ない L いつIiL':t 8-j L1 J託生がある
(-， '弓こ rを寺阪できるのか CCRC ~志、 l川万の l混同に予与えら n企ければ、

そう'.' った事'f-I';こっし1て'[-，;::{をしないに IThi変約4能性1CI)デストは戸1ノ，IJCI) '8 

間:二持 るEに迫切なテストで志り、 lS長 唄 ahJに品とづいて生するをえ問と L

うfけではなし，nり」

f 

例外Ife人ieill，

.tri むなこ主張あるいはロIH7!~~' きまずに、イ;J'ri{i~-I/iめるにノよりゐ 例外的状況」

が.M-(:'ある7うAを担当写寸るこ2は匝尊である 例外的状!)Cとは、!話番あるいは!

泌がで不遁当主山日'8に恭っく陛clも含む、と述べられていた斗 L7;' 、こ

の坪Uはあらゆる局 fr;こ認め lづれるー守~，コョ cある 1 、寄与i た会;J; 0 ;:')hと弱点，

t処のF可)J{r古/...，'(了いる これ以外で、刈外的状況であるときえム到ることは、

控訴院が事ロU¥.::.1出 Fしん l以を受け入れることによ"て)'!、を百:JfH")る

rdじ ~J'~干がイまえられる ':'l~戸内務事 JÇl羽別委員 ::l五O l1l C ;:;，[Ia.irs sじlcct

COlIl IIlI' Let';の委民主tごあ。クロブヌ一川町 (SirCν山川川、は 'J問日(1e，!，(isla:i川1)

や法徐のi邑寸主 il仁1:.cr) í上変化 L ながったが、と~f:I)Y~あるいはおそらく H. 絞:l'，:..

じよ i-，解釈されゐであろう H~)、/戸変化 L 、控訴院と貴院院いとh- -ft; を 1 ，j ~{--r-0 こ

とを促進させる 定的変化mを引さ起こした現骨、例外的状況があるといえる
だろう 11.3 と述べた υ

また、ジ Jラルド事件"におい亡、控訴抗は:f'i:jタι的状況」 ζ い斗丈 をi

考院し、二~初、 r' ~Rあふいは卜 ~;!f ~l ): 1 ~11J )_んがなか)!:->しでも、 1:1今、フ J)1:士七

ついて付5Eが認められることを川したー

idじnt! は lしか:、]え々は非市に驚いた

つ [1999J:3 ，'¥ll E，R. 1:98 ;:;， 50Si;--SOl:c 

1 HöllS~ord ~f---ì LJ . ¥01出65.cり!日行

この時0) 民救[:iJ 阿?長 \L~'l. C ¥'icc Prcs. 

とν うのは、 v の寸'f十に主主Lミ C、

~~~ T Zl:~(lr ， op. c-iL (IOO'-l~O'-C .35 Zlbovc) p.'1/~9 

1'hりr，:lon山 H;LE.lizaht'th い~()，2)土996]土W.L，];;117佐川引;fn1Pl 'T江yhll

uη('jt. (footnot，(日5ahon:) p.4;;(l 

t 仏、了:dd ム()ωJCrir:l. L.R， U.;n~ 

二日誌S8(円 4SJ 3C2l ~1~61 
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事;ゴ11認がなく、 i 訴の宅空白を形成する山、古=寄越において K，: 拠の t>~_小あるいはキ

ijtがな~i!なか Jとの L 、、ι"七が13条 2百に基づくかJ外 (r(J状i)rをl芯めたか
ア烹弐一Lι

J 、C、:-d)ノc心， と述ベザ

外外的状1日i'C て 1~bに考えわれるのは、 19問主ヘ権法に芸っく、 WI{';'H 人権埼

約が、 !;~i::;:r:f::)人J法に織り込まれることであるー vかし、う千百ÎJ:， :::4- ，i，草されないが、

付託の可'fÌ~刊を臨めた守ô{斗は相当数にのぼる Lことになるだろついに

-， ~，に、以 で;主f 、丈上 7な「例外::n:]丈J兄ーの検討奇活l-J..ゐ円、子主，，fcll'l悶や

17ij直した，l~"J'~~;lへの i'lj常の手段 1，，'::よる~.J~~'r可?こつい寸請求がデストされるべ

きか、そしと 1/ 要であれば、 é.J~r:のためのじ仁RC\の請求が淀?じされるべきか、

とし叶問拾がヰにるよlG このと主、事fHl最初にiiiV);JiTU↓l にに)']検"寸去れ、
議論のう、地がある!されれは、許'Jが認めら札、 台議iL~主: ~ j，lミされる"完治

の子、i血がとcいと考l長されれば、也、議法廷で請求の均リ古 Lが仕され、 さつに

じし l~亡による 11:f:干のj，I，1の干枕(こ人るごじじ白むの見解によると、まず ?全訴:;J¥

によ，;~められる 1]=:弘実的可能刊カあるならば、市求人は姐怖の bh手

Jてし， ~;こ少であ ω ーもじって、 「訴できないという d出じ伐をTDいるべきである、

う v ては 1日求人に頁q元、める。〆かしながる、じUiじは実務キjな"プロ ヲ

をとっとも t~:f.J.ト慌に対する詰ポについて時間がないよ詰台、おそらく CCT，: C へ

の氾j.j-j(})基肢がその没|弔て L:~IFぷ可 0)Ef 必の基目立となるに 1よj"Jfでなぜ土7号令で

6)-0が、詰水へいメ lj") :'があるならば、日>J(を1，1;:' しない九例と L て'"げ7.~

ば、羽貨がなされ、 i寸ttO)πTザJ主白に到拠ーよ))のないK:i拠が含まれるiえととが与

えられる A 仁 C[~C i 主、 ~íJ' のそういハたtf刊じおいしすJ 審裁判 j~Î に討す

令llfJぷを的(II守るれ黙j~!Jや超過した場介、 Ji 可グト認める二ド民主メ J ノ:- (ニ、 ioH

)Jd汗E色、され丈一場合、 ;lJ求が者用きれぬ介めの時間が、 CCf¥Cにより合され

るイτ:=iU土日 J1']特いと， 'うここで2める

:十ヌ7とも事fli主年は、裁判所小口主eのお不(j:d II叫jUIl)や、おたな主張あ

るいはH"拠を;菜す t めの、あるいは「例外的状況J の基t宇にあわーしるι変性に

より限定されるだλ 与 J

~~h 尚?吉山上訴周:iJ:(J，:?8:: 1日jであるc仁riminal}，.p;)cal c¥.ct 1068， "，18 :，2 'i 

F の場合の、士見;ぷ lí(1可古~'I去については、裁判 11'Î' ，])最 j)]の指払Jや、 *)1 たな j

張あるいは託収)"'tっ:宇ゐ、あるいは 例外(tj状況」基ヰに/干ゐ」Jιけによリ
限定される j，--っ七

ー ~.Û、 3:，6 全日(;1以)20



イングラ/ドおよびウ y ールズにおける刑事上訴制度・紋済制度 (2 • ~;i:;) 

(0) 原審で三判長されなかった法律問題あるいは情出に閲する主投(足刑に|均し

cl 

CiJ外的状況」の組定は、量刑決定についての請求には適用されなし九足打1I

決疋に士J-rる上訴を付託を「るためには、第一審で生じなかった法伴問題に閉

する主張あるいは情.wが理由にならなければならなし九 13条l政 b号(i i ~，の文台
は非4山に広くとらえられるので、「例外的状況」は不必 l比であると考えられた

と思われる。 しかしながら、控訴|濯にょっとなされたアプ口ーチに照らすーとこ

のことは|日Ji't\ミであるのグラハム事fl において、 jて~~1同d止、量刑決疋の後の判

決は、 πの量刑が「明らかに過重」であヮたと十i*するために依拠できない、

と刊不したc さらにロパリ一事刊では、たとえ新証拠がその時有効であったに

もかかわらず、量刑裁判官に参照きれなかったとしても「新情執しは「明らか

に過重」な量刑であることに関する先例となりうる、ということが、 CじEじ

により十長されたが、控訴院は同意せず、 tJ下のように述べた。

'CCRじは、上訴許可がt~ 卜された場合に、弁詩人そして単独の裁判官によ

るト訴に関十る!i))O- (advicりの中で、他の先例に対 fる言及がないことは、

控訴院への付託に関する条件を述べた1995イ|刑事上訴法13条l項 b号lii:'におい

てiHf問題、あるいは手続きにおいて主張されなかu た情報における上仮から

![じること、と#えている。じじRじに最大の敬意をすよいながらも、技々が述

べなければならないことは、このアプローチは欠陥があるということであるじ

上訴許可が却 lされたとき、助'0の中で弁護人による、そして単独の裁判官に

よる先例への言及がないことが、 jJ託がJ:j条 1jJ-{ bij-':iiiの中ご生じなかった論

点をI1じさせるわけではない。弁護人により抗起され、単独の裁判官により却

下されたト訴7甲山とは、量対1Iが明らかにIJき過ぎであったことであるυ その根

拠や却卜が、先例の， ，止により支持されるかもしれないし、されないかもしれ

ない口介護人と裁判 1'，の-lrllj:7i"は、特にノト阿の事例のような場合、共通の犯罪に

対して当てはまる 般的な相場と阿保の足7刊を科すことを期f寺される。 K々 が

疑念を抱くことは、もし主任刑がわ過ぎであるかどうかという問題が、 I'IIII，S:晋

というよりむしろ法律問題を '1 じるならば、先例が~)立されるかどうかは明ら

かに単独の裁判刊の雨前で生じる問題ごあろう ('.J

グラハム事件と口ノミリ一事件によると、足打1Iを付託する CCRC0)辰近のア

ブローチは以「の通りである{

北法S8(fi'449)3019 [128] 
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日 i 1t3'が五rtさiLる;IU祉

亡C!(じが帯別(よ118'っかに返品、あるとさえととしてわ、剥戸+~Lがなく、科せ

られに早川が、 その時点で(~科されてい ι 戸幸;;F 基づいて旭ミワなうじ阿にある場

合、付託はよJeされゐ:13 とFぇ、 じCRCが塁刊が市民fulにj白川一声あわろ J 考

慮できる先例を見つけたとしても同十手である 1;)

また、幸刑朴場グ〉変止L と炉択され匂 V~~lnicニグJ その?設の刊決を珂i?? に J ても吋

，~b土 tt: l'きれゐ。

0-2 J，I三日当認容される状況

量F'Jがそのとき f箭されていた指針より明らいに主くJトミれたが、その明主主

が 1- 訴審においてー伎きれなかった場台、"!，J-;~(Lt認められる

さ[川、請求人が，}~B没後、こ気付、、た、町('t~ では主張 L とかぺたが、量刑:二区j

する栽判官C')判決に院摩するであろ)舟桜に、話AO、ク')t:_ ~J止が真に依拠し亡い

ペヲ場合もíJ，{が/!められる〉例え(主、:与しミ"，た主張がされと(i')は、界Jjt1~昨日下f

~"控訴院が ili要な減必(11 ~ i t i日目m必要丙につ"ごi?~:..気ヘj かなか勺に、あるいは

不 :f"，~-t であることが分かつた!広三中ーを 4;"，に人才して訟った場令でめる 一、" ， 

i，'ったJ詰台、情報の1.:_'-:;主性は訓子与され、も'-，-~(了[ワヨ載がす)tll とトヲいすオI 刀、ま

たは両jJ で有効であっ λ、が、二f:~長されなかったと γれ lえそのほ院が主張 3 れ

なかった i叩斗が考売される 1 そし T、も L 情報が上~J.{されず、{口頼でき

(rclL:tblcJ、社訴もによ ，-c.i話おされるべさ司法的q五えがあ乙ならば、 _;;，-;;-:Jに

関する ι、IHヵ認めらYる 新情報によ h明らかに芸れるベミことは、控訴科が

;~則的に行き過ぎあるいは他r 五円りがある孟;引であるこ与てゐ現実的可能性が

代日ベ)ーヲ件じおい工、作訴|訟は 量刑がはっ主りと、片 IH栽昔。r りむ!

ろ法4季出品を生J.:る行き退ぎである刀とうかの民也に話去をEiそしていξ
。Lかしながん、このアブ口 千;主、迫 ~J な:~~_)f IJ ;~:-I;坊を C!j 九か i:，自主えている

E王子[1;決定に!到し七、単独の)¥宇IJHにぶり許可刀、よ1Itされた'7f刊にお V、七司、止

Unjus ~c Jのl氏側となるかもしれなし」

りじωk(unrc;)();ccc:) Fl'bruary 27， 1吋99.('itd frun: Taylor， 0;). (';t. (fo叫 110tC

s;:; a¥.1o¥'1') p.;j~， :3. Í"~託;土、主iJTIJt\t判IH刀事下Íj O~ 有正î'1];;: 存"，T冊しふここ仁並:つ

いて吋託されゐハフミ問、 l 、これが間違った ~L認であ 1-1 、f圭訴院が考点，七こい

は、 10と lll'Þ(が最初のi主反の状況が異なる)とを釘っていれば、 r~ ':'~'þó' はより引

い皆川を利したごあλう、といスニとであるぐすなわら減軒されるのごめる。

l~29; ー ~.Û、 S: 抗生48) 以)~8



インゲ弓ノドおよひウ-'.-::.，又に戸け三百Ij::)上持出:j度。紋t引l:jf主 ?・工)

めるかどろかということであるご

しかしながら、別情報が果汁dごとあふいは[-_~Sf j: J. ~:誌の何人的事情のを化)甚

づく場介、仁CR仁は、その埋おにもとづいて事作をjJ，~{ずることはしな l'() 

ずれ1'1 にねいてj 告訴定がよ人卜のよ"にq:f"f刊iJf--;ç'iEf:乏 (J)対 IJ 、(F)珂~に関 )j~ )-J 

-( JポJ¥ているコ

口パワ

「辛刑;えζfをの J な ~fr;}~ に心げるん)í人のi}B る甘い;こ関寸る報 llJ に以札ば、

ccr~仁(工、量刑決定W:の 1長心持いは控訴院に量可IJ ，;: j ，j~':'t る「で考[章じないえ

結論Jすけどべきであ匂コ ;fQ々 がこのことを込べるのはζ|の出巾によるーなぜ

な旬、量11';決定に河寸るj'，'N#院の機能は、例外的状況をlGぃ亡、審雄裁1'111士の

雨前あったで吉根に ζイ)';r.理法tlj):1円以定(:1);時込に:*，f，¥:;-青<'(;¥:三ノ川をどか
うであるし 政j'0に巳我々が考え之よろな町中にjëb々 の呈可IJ レ f叫i~て引が重

j'---;:t .0ことを攻r:;(=-、量刑が変史される I現実的 IT; 詑t'::~ ii i士l..'"

皆川汰 λt: i&(l) ト訴人心，ft~J主 l こ 4 け、生吾川沈 í:..vノ持 I_'_r.でノJ、した仮定が~~:~亡い

令ことがljijら刀な場合l 、あるいは 絞り桁布|げ't)める、 aは烹半的部nが、同

題土なるd12tiS(つ"'て F訴人の五fヱ;影響詐る場合、状ば:止些なるかも Lれな

「

2
 

弓
〕i
 
、i
i
J
V
 

手続的政けが生ヒア二刀 e 寸灯時点「認めうわな刀ヮたL湯舟ム{イ討がだめられ

る。そういっ九子託ぼ:j~~， りの右打[よ、佐訴況が♀jflliえ定ヰ寝すλろうとい行 0:11

:t:u'Jコr，ett.を必代的いは生み出さないかもしないI ぞれそれのポ刊におい亡、
CCRL~ (;t1-; き過主た量刑にJ喝しし f1史的 ~I.';; (~ 1./)，11 質と r~':;'(:~!:J示どりの影響ωl珂ん

を者!告するだろう、

ニ、控訴院の補助

イτ~{をすべきかを検討するう乏で、じCR仁は、 t~詐 1;'，;に意見を求めるため

の付託与することがご去る問。これは特定の守rJ~ に問，日)，'内な:'CG r-j，日がぶめ

られる全安fT(つ|じみ三与えられる1¥こういっf>;l;号fT、 CCRC (.土、]百:IS'I'T'I

公1 Cl;'-rb~)ll i'lI11 川、orl:'r¥)1'1-''[λy 1， 199メ，1'1亡ctf1'01五T計三lυr，リド c;l. ([(JO:，llnlc， SS 

2， ~UV ぞ p.~ ;， ~L

2~ i主説、 Bcnn山 u:' )68] 57 Cr. "'¥pp. R. .) 1 ，~ 工、¥i1¥.Z， [199(j:] i5仁γApp.R 

:]3(1J 

294 

泊む日minaJAppeaJ ACl ~的.J， :-;.~4C{'. 

市出2 ぃ裁判所に~Jít をjJ ;[するこ2もをじ会にと-(:主円能でみる

二日誌S8(円 441)3C17 
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や訴i云 4 守537λに芸ワいt 、(寸2T:"j'ji告に肘t~;ι し、烹3'iする二とがでえる。

この14条，;~-互にもとっく権限について、 CCf~C は非'.::;.-:.二芥えめに l'主わ才l る

べき惇 a~であゐシ Aなしているお また、梓混の行使(こは少なくとも 3人(/) 

委員 h よって構成される委員会によって注目される日」円規定にも fヴいて厄

聞を求めるf寸21:μ3、なさオした'PJi3"jには、 f ドン事件i~{がある l この引IJj司Ui.こお

い '1 、 I:-I~γ イルラシ村井 )t-:[;-icν に付託さ札た論 1 1.，:: ~ム仁しl\C が1%3年 U)殺人

事件のfJ，jにうい;-l'有"ドごあみが心神山 λ である」 し々う'j:f'1;:認定か番査l'

る包軒を有する点どろか、 三t'うことであっ丈ヌ

三、書類及び資料の入手

ここ泊らは じcr<c/Jf~正ÿ.l' )なる書記及び資料を入干「る権 ~f につい「主

九える口

重要な↑百械が'ftI~人に実際(こ所持ちれじいる、品るいは子のおぞれが品る場付

市求~.はしCRC : -: }.J-!jて十うfなt告す!i{r.J'lと示するつバて凶賎プJ生じるじ弐ら l 、

ιCFiCが決えを1";'))ト ξそうい"ん情報を求めるこ iも考えらtL-6ハ

1005イl刑事上訴法I'i条l主 主的吉-fHを求め、人 r-4-;~壊以を CCl(じに認め

寸なわえ、~~:'lj l_tj1~!~;;::λの l:~~n が、そうしった百鉛や資料二}を)り与!一f 、
" ，ド"?，;)

ごvる生詩{j'には、 CCR仁はそれらを人了するんめ、あるいはコピ す足ため

の「通切な人物 lを;](<<)えらこ lが「さ JL1丸 またさ丙の保全を命ずるこ f も

-c' ~る 二ニぜいう害対比心、資利と:土、"土束事Jll二関連 dゐ 疋ぴ)制全あ

るv、Jよ千f売の問 lこvi成ある L は入子 2%1た古類岨交科である U また cιnc

F事?干に問して一定的ff.ni1~1T告し{与ない ;νても、;羽 i主主く人久保訂正ぴ)À

Tay~or ， op 、↓t げ()i )，:_Ei日A 、~) abovp) :JA)So 

~'J C(問。じ (lain'!-J;w) : 1日98J:U. ~75 

二の朝一例の結果、 'C、神以火に問アゐ刑事千件寄ミ辛口、 (>in:ir::-:lc州':--;;~川](， \V

iJnsanitτAct l(l99;(トiLJたされたυ

2お公的i{1土;こは、枇察、ノ十T信a:T:Ul¥丸山叫 Lf，"、u、地 jJ:.!'j ;，-，j (J ocal 仙lh()~-山ι 、)

を:苛む)

苔:担ゃ~i当利 i は、ツ J '~'リ アf えク、コ〆ベク入ディスク、寸ーヂイ才、

ピデ?テ プなどの古百と同誌のものも合ま Ai，る

~i(' Criminal Appeal Act ; 9~i5 ， S，; 7 (1) 江口d

11 lhid 只1'1(2) 

UL ー ~.Û、 S: 抗生40) 以)行
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象となる

これらの命令叶ir(~( ~i 011 :がな主れた場合、命令えれる人物が三刊誌秘4r法
t()~1i ('ial SccrcL:-> AcLi '，:.)つあるいは非開，T;.;日務泣反r一五:)1ずるこ〉によりて河

不を遊けるこ は ξさない 1 ~"j 定の状))rトにおし、仁一情報叩{j;?守!士、 CCRC

が苦手請のijk諾士くすてf古Hi苅Fがしては士りないPを市しすてることができ

る 1:，，') c. if¥ ;v.~: 1.i L 0)育報公i，i;1::するためには、合三目的テス)， 1::l甫た I三なけflば

ならない1出 もL、その見常に-:)¥;'，て相違があり、 CCf<Cが司法の利益に ι

i) ，百報開不を必、't;と寺之、承諾っ、得られない場合は、 一五当事{]"!.j:叫民Rct:i$I 

!I八Lcial.S>:ll:cb:;('('! をJ、めることヵ£ご尖る。 ノとじっオ人;:，7:'.ず;土、 :i[: 5-J" l;'~ :弁jぷが

な込わることもある"

Lかしながっ、高不を弘前るこれもの住友l土、 1)，務 k:F干のfl主催設が取りげj

され.0~>前に、治夜間事政河fヴ]I-.-=:よる何罪判決に|羽主H-令付記あるいは匝王人

権山手T叫が考lをされている tある土考治与札こし、た tfJ，干;こ「15L、はl刻、

はrir部門が所持する手;一頃あるいは資料1-は迎JIjされない 1:19じ Lか[この支よれ

の中でも、|任務ノ¥寸!ユ、事:"+(ニ院?る1):1務人Fへの巾¥'1"てを色む、あるいは政

町出r':l引職員以外ジ〉事什に!刻現して却した、伯的 定的合凹あ-6"、資判を
読すように付今き才1る可能性がある;.1-'1

できるどけよ」ノ仁仁RC に対 L て証J地1~~~oノ"高求 ~'i ることは重火九ある。

すなわち、結神亙学l関する主主 (phychは γicevidt-ncピ)、証拠物れ(t>xhibits)

を含む、害想や資料l立涜窃l二，m出じたり、人子したり、宇l主的不完全iをむ~たりす

l" Ibid.， sJ? 

公職秘吟'f、;止、公務員のす均支務七だめたけ、'1そであり、述EZL t:~希子}には

総なまたは罰金制が利寸られる勺。斤icailSecrets A~': lDll. l~t~() 目的

~i--l Crirrlinal i¥ppcal .l¥CL : 995， s. : 7 (tl) 

日 lhid 只 2~)

'y， lbid. ，討 ~F， (b;' 

j【参 l出 JOhî:.~;(Jll ，日!竹山内 nd R¥!w;'以)02削2，!X:il ¥ll:ircpo↑i 

1999. ci~θCI ~rGll'， T3.ylGr. u;). cit. I..fuctnotぞ SS2.bcve.I ]).--15;:) 

i¥L-EC:i ~U_ 

.SHニグ〉条文は云11卜されたまたは収:>t';アーィした、 )t:V))f古求 J二高，t甘される、)

れらのE三}、は CCf<C(，:;， I'j I{x.り干Eわ才しなしミυ

Cl̂iminaJ App出 JACl ~的cl ，ゐ ;8

I~) Ibir!.. c;J8 (3; 

二日誌58(円 44:J) 3C15 :132[ 
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る必塁与がめるつ :0の)，:と Lば土L止坪r守ヤ;にこl印99兇G骨仔ベ;，-1判d河'J'l串ふ千i恥科b北ib抵iぴ;舟型査法 (はtとl"，-c(仁ω:江II川i立m山山i斗川lι川l川Uιl日I、1山ο 

f札叩;'¥1山l川1ε a町訓H叩n('1同iηlV引t閃占お』リ1出g叫l川ο"川ιら3 久C口t199呂仁一 もζvつつ くt'，知下l矧司Uのjムノiム;引抑nえ iυreT.口4刊占
p 、
(f) 

ご諾却む訂i同につい C4f.ヲさμているよつな昼夜;主会内する。 また、 rd求人(ぷ「品ボずべ

きずで科やffTI可を特定するよう i しなけれなばならない、

17条命令の太君、f(COC1;J]日刊ιc;

この体限に(J、汀，{fc市1E!の作1;}.Eがあω Jいろのも、:'t=::-u0伺付、;ニ可':'j: ;-;司手

法 199F:年条の命令がなさ札た[去、古 rfn~♂受散するこ乞を拒絶したり、破オてす

ることに及人たりしたとし ιも、 19%午)::j11-卜訴11、i土懲罰子訪日、!llli.!山El出

会ure) 名 tJ-~;iとじて'.'なし lιlぺこ 0);1[;;王においては、 CC日じができること iよ、 dJ

J、審有やヲ;:::止命令(日】F町 Li(J:ll，'1) (_ぃ、土万iJ.、Lかない

') E古ょ了、人への井]j:-~

17条命寸Jづ〉司法~~と!て仁仁 RC ': ~よ i) ，三理された J14舟l士、 -iEの例外ル除い

て"メ、説明の作めに誇主人あるいは介護人I:i度されるい 般に乙，キ r手伝 1，"1

-C':i揖ぺりれた北原見 H 恭つ主、 FH不に I-%IJ~-~ る J!??がなさオしる 1 そぴ)!J忠則とは

r '，;1". (.で主るだけ十分な|井lノj、が、庖切にち l斗に出 lたしてしる請求人 J 対 l~-cな
されるべきであるしも仁、 d求人が、 CCRC の品企('_~ J: i-) I叫らか】-~ ，，:>れた評

拠の荒賀ゃ淫!比を認めるならば、開示はなさ1しう。"'.Jム L、うものである}

(仁Rじl土、 Itj(7ヰと上訴訴の l同 }J で"百戎人に刈する間不íj，~ピ~，された資料 L例

えば、公訴にいとの免責戸拠lであ_~l も、その資叫が、 jJ 三 1=Cえする

LじRC0)決定に 25響 γ るかも L れない場 fすにはそれ::~ ~X山させることができ

こうい ?場合、 CCRC':土このよf刊を開示する小〉よか :;司ボず之なレ)y 
λJ、}

ばとの秤度うを判断Lなければならない じじRじの児解では、じしRCはそう

いった資料のイ7在についと百及し、での資料がt'Jiえにかいご果たす役割をノJ、す、

"例、梼|日のない間不 l よる!なごil~ CriElin31 Appeal Act 1 (.195. Sつ3(4) 

I~ エケイブノ h円以済-h~去であり、 e~;こ '1 じた渋法伏態。〉誹除のために

の作為存命じろ二とも可能てある I

人上

パ'1 19~1 '7 +-'[~j t:.i:~ (資料 f~~ri_~! ;.t ¥日川lI.ilorr川口，<;¥Proj(-c1ut ¥-f，Jl.criιJ) !¥c: ~ 
は委民会に干JL-cも地ノ閉される J

1.; H凶町~<-i95J ¥.V.LK i:34， DC 

'1'， Ihidι; 74'7EF 

l.:.:n; ー ~.Û、 S: 抗生4~) 以).:.~
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とuλ 二とである。その後、 じじ主じ lZ、高下迫闘に資料を;込 i)、事中出測が iうf

に公がの免責詰ぶれヰめられるかどうカを決ιするl まに Jえ:.iF;:?，2!ょ、資判が

開示('5;i!..-る/'-:"さかとろ刀4を判断寸る 控訴はが開示すべさである ζ 寸れば、訴

迫測は間不ず'，'か、あるいは上訴を芯めゐかr、、う刊附をしなけh(;fならない、

回、競査

「、F 一干干 吋-'、 千 i 

~~ソγ→り v 九~、 仁仁;~C カ4委託す-25調査にうい勺主べ心。

CじRC在、調子こを「る半れを選以よることに関して、特定の恭子干をおくこく

が|す委員会によ:')L-t:たされた iJ，r:立、計1日が牛じたという 1-:，0長仰を検討

可るなめに広範なものであ之Jこ考ズられる 上って二日 t 長員会は 災際には、

事午を詞奇 jーる丈めには、詞事?においてf主訴|尽に'j:fi々を{、.])['tるこ〉を認だJJL 

何かがある、またはあるかも Lれ午、い、とい与構成員の 郊による結訴以上の

iE J:i代宇UJ (j山li[[c<，~ionノ~:;:必要とにない 11 ，と提':\i干した

詞烹官l↑日 linvE:'ぉt開 bなれ tlC引)

じじ日じは、はん事寸Ir'(/)指針をfし¥刑事μ己主"を J凸殺し、 eH:中オるまじり権，:J之

はなしいら しか!、明らの代わり\'，~ c オiムの注意力'¥-"ft:}.の;;:&J'1年z';:::jミ/ぬ;るために e

F町全p;"t命することがてきるよわl

現存を日苛i'-';-~~)子;売き i す仏、て、 CCT(C (よ珂::::t:じを任命ーするための人物が

必日Jとたる。調査宵を11(';する人得。)，;主主l土、司王1';に日j-1-る前J貨を最叫l二1ずっ

たu本じよ":.'決まるすなわち、最初グ〉刻 2土、かれった，十、古塾経じあ:id!'、l通
:JJなノJ却 p:'l r~-;():J.)立誉察署長 i， chiιl り rficcri になり じrs
he Crc内 η ド1凶ピtuti<)llSE-' vict') ;'，1であればH'U(dir町 tu;-)、1':;:J.，-民治犯罪庁

I~ Rq)o)"' り cil. ([(川tlokD斗川c)p. 82. pa日 12

17 Ibirl.. p.18!J， p川礼 24

同委員去にぶ!キ;ff ，:~x 1-す~)ら，i， i'"両首去を実作r9ベ芸人初ぴ)問題はもっとも継絞
白むな村民の つである J 参:!(1， '.:¥HsC2，!"fI2足、 Sof ..lu"llcc : l¥. Los:' Opp0rtuniり

[199:{ Cri川 Lxnり

~-") -1 ヨし、つt: ~ì九日以存子 yクヲ;らわめに vとの段トトで警察のコンビヱータヲト

f生う〆Lレ J 疋こともある

υ. Criminal Appeul Act j9~lS ， s.i9!，]) 

1 C1日につい亡は絞訟法仏 近代私人詳11.-+立 rJ;;t~W， イギ;Jスj~~以荷下 i円

二日誌S8(円 443) 3C1:) :1341 



(，-hc Scrlo'1s ':;'ra Ll C~ 0三日);-"~-C'J) れば長官. :)j 1 '， 1 イ;~Î)[ :U--T~ (tl，- c 仁川nmèS:;10~";日

o'f Ir;l:jlld ~;e刊--'\1バ Cあ才'.;ょ委員k，政府i官であiÌ.ばノ\t~i、と ν った人物が

公的同体の立(1者となる そ r ノ同{ふが打 ú:~- な;なっている場介は、堂一祭 41 長

あるいは、!可椋の機誌をおコ伯の戸イ木のえが I.LI&九:)Ij人物 J トなる 1去「警察

石長が任命されるべき人物であ乏 j揚/¥合併111'1';'あるし、は?ムをi空ιだ1!JL(l)停恨
カム任命云オLi~ことを止められる I~A 叶 ~~B とされる違反が l 公I円以刊、 l ジへうも

の同体によ:)'~J;jj査される場什、警主えに l長長 l土調査官争 {l~乙7 すゐこしが伝められ

泊切な人物がき祭}こいない均止、仁Cf{CはH祢の公的トH体あといはうで

京(こ勤めている仙の人物を任命1 ること今ぷめることがご弐る。他方ご、ユ:~l 菅

波能ゃっ±つ併の1I1イ平におLナZJ人物でもよい“

仁仁RC(J 、全亡の白rr;;奇に閑 L て十 J草住を持人、 ~'i;ít:の人物あるい i土警祭'[]^/Jf 

ιCRCのJZ¥託金しに調布を L'Cはなムなhゐここを命久できる万三

1I.， ~~~色、育が任命与れるこ、ノ十l今したへ物はじじ1Iし;こ汁知ゃしなげれ:工

研市ノ

ヲ

〆J

ならない J も 1ぺ仁CRじがその九物的作命仁不満であれば、

拾が「通;;.之に'1-:-["J可能である限り{出 ~;GGll as rt，';SOIl:Jl;-V ;)1紅 tはつ1"，;J <~'!ii択
されゐこと、嗣託を通í;-F~":'_L 、しに禄，さ主ることをえ?ァJτすゐ ζ とがに ð 2~ 

じじR仁;正日;，0)人

Rfl宣~fi:; ジ〕権限

現存'Cr!ょ、高"、人のごドfH:認して CCT(Cがふめるとあろう司有をタjわなけ

ればなんないムペまた、調査官l土日分が勤めている公町な jヰ体で調査を寸る

ことが許可三れる l刊 υ

1 -1 

協会 J 光藤民股)t;i[111 -r:!祝賀必文時 p 戎丈主 (2001)327 tl 参同。

'，~ ili:ノ、経治犯出fT\，_っいし古山T':G.~ r':;亮[玉川千;:Lt7.T'.f百(1:-，川ihJ、手ャ
アル:)，;' .:2(06) 7，1自 J

c了lT:l;11け1/¥p;)('::1 /¥Cl .1 ~lド~)S 只 :9

.o，j lblcl 当 19{e!

じ lbid 只19(3) 

〉〔

ー ~.Û、 S: 抗生42) 以).:.2

'J Ibid ぉ19、J

μfhict.， s.l D{Ji 

-;1' IbirL s.19(7ノ

;';d lblcL s日0(1)

1<') Ihid ‘20(2; 
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f ./グラ〆 p投びワム )レズ0")枇忠告長l土、 l同査官に ¥fγ ルスタ」悦庁、1:手

(TJle ;叩Y之、:lstuCor:st;巾 i01 の~1IJlX:.Siふ任命した場合、任命主れた調?!

宮{止、イングラント泣ぴウ_1:.--)C/スでU;~査行為を f二ゐ場什、そのむJ!ii， C; ~~祭宮

1-1百]殺の権限F特権 ¥pt山 ilagt')を子，:;--)♂本境疋;之、思察署が つLかない、

三tアイ ;1，C) :-に hげる刈査に p;;寸る重要な :k~J5~であるー

CCEι は、制/干のあらゆる府につい CJhARJJ i日、前;升;がすべミマない~iM{

行ィ:ら汗増不 Tゐ二にカ4できる 1引

旦調三三か五一 f ずる亡、調 îc'.~ はじCRC ，:.二人Jしてl{什七出や品、R.古を付，_l. 

11支認定にf珂する報t!??去を提而'-"なければならなuいに調菅官を任命した人

物は、その市山話のィワ〆ヰそlJ耳〈ゐ ιi3f，

----2 主夫的HI体と私人、こ長「る権18.{

じしli仁は、 o訴の似管または作成を非公lド:;r'l'!村、あるいは私人に求めるよとは
どえな、， i 首、 L、 仁CR仁はlfは牛 F八CE8条カら染までの条項仁基っき

この注目昆を行使「るこ〉ができる警荻 i 詞ちを、jとめることができるーこれ!よ

')、官干の目立泌を防ぐことができるー

C仁HC~よゴド会内 I割付、と協定 (.jν (lLo CG1) をクこわ寸ごと 1:~/c，でおり、 砕い、メト

:1'く山るであろうこ耳えられる、ソリンケ路公、全lτl照的寸Tぷ;ご l七，-'fll't口l

M吋k，JCo川 c11入会計団体:"ccoutan守 ~)odv! がての対象である

フ :1fl ;1、ょ主以

刑事!訴i1~(:主主〆入、ていないIR じCRC0)+韮J&泊または聡土えはじ仁Rじの
権限しよって1~' ~】れ/づ情報を珂示しではならな) .土汗l司様に、州事!-.~;;;iJ、 i

主主フい tいな， .限;ノ i品、正イ1::1'司査干きである、ある¥." !;!:かつTj剖査官であった

61 it:アイん 7./ド~，，>:祭のこと

li~ C!-il:1:nal Ap;沢ali¥ctょω。:s.20.::-j)
6:'~ Jbid.. s.2C! (4 

川 Ibirl..c;.2U (5; 

Crim'nal Appt'e.l Acr l~~~~5 ， sつU

~GtJ lbid ヌ20(むJ
1ηfhid.. ~;.24 

二日誌58(円 44.:.) 3Cll 

e.nd 
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人物は、 1:1司否によって将ニれた沼市を隊小し てはならな1

lこ有罪ζ 主れた人物には、出会 (fi:'t')が干 νせられる 16へ

〉
J 詞?干に問LてC仁川に付古下される権以

仁じH.C<Iη〉干権存t浪二は、 書i該r主iを守f坪宇

研市ノ

沼市を開"、し

[し〆、 J指旨/不J戸ミふ 7 えるごこに|目以1山4:〉定iJ北主1と二:きれごいるオわコ:け十で;比二な~ ，，) r甲刑ド刊J寸l'】01♂q可H込1一:は手 トh叫ν』守ιム}治か、

;::. CCr~C 向止#イで 3誠3査や 4恨胃査千行"こど守認めてい乙 J甲刑日刊Jj'事主 司詐ミ;υ!，、2訂H条長;は土

rc仁RCり伶能を椛』此土 9子-るためtこL仁民しが垣L)Jと考える 定のγ主階、将i:L'、十

0)ド(i)1~がある u 、1:1 1誠古そをすること、(あるいは詞吾1 べきことを仙の人物に剖

Ij斗てること 1 供也、左足、持;114ト得る、こと{あるいはそれらや得るために

他の人物l:吉U:)当どること!J 乙辺定 2't~ ご V、る)

仁じRCは、捜三目的に九lして去を;;I，主主Lなりrcacte¥'e} アプロ ヂを採勺て

いる1:'(1 よれまごに、し仁[にが委託したのは、精1缶、ぱ1，浪、指攻、持活 ¥:l"lli叫ic)、

ESIl九ァス kii'l、吉誌、火事の芹現 (lirct 仁 COIl S~X \l cLi(川、仁閉する専門的科4ニ

的報告、さら!精神利医お上ぴ七、旺苧苦かつめ報告であっ丈一 また、 CCRCは、

前古巨60で-/-1.-'sJ 同~，:，:: ~!ø! うかけ乙ょともある c める事件では、メブ 1"((!j)!jJ!J 

(duor-LG- (j u(;r)訓育が CCHC によ η jj、析され、ごれにより了r件当~-.~- ~~正落こき

れλ，1九=此な託『もちが発見3れ丈 J'/2 :lli ~_~は千何日主 CP~、の u己主主刀以 Ijif ~_~ 9とわれ

ていト ζ 考えら1していた:もか刀るわ九 F切らかJな勺たこともある 1~-，池 i

l土、1rC:l単品料謄本 ~Jbc l~-lal lγ剖lsc~l jJ t) が千1 効でなし ιj訪台、地む新開 iC ，fすけ

る有迫力、ら子続の:下桁をたどる予とがむきる L 主ι門 事件審告ームー ~i ~C九日

rC¥'lCW ;ll;1tlば(T;去、 H~也とな:'!九犯罪的Jji場企百l; ね、どアヶずある ν(ニ '1) 去をi

jJit詰;-t之、こルができる ま炉、その活動に;士、お求人J)J，t、審あゐいは!--;";'審で

。〉守護人，jI)f:" し 2 は相察官への号ドロ \lll~crv~c \V)を合む z

弓向される人物仁川ししほ判中長日 (C:lll:jon) のない守問 Cあっても尋問

ωlbid ヌ23

川 IIbid おお ;'IT円基準で Yよレペル 51土記えないけノお::，:--)，0のりにン引 J

よ'，':)T刀、 l何， op. ci' ¥[OOlnOI，' ，);)日1同 V(.)p.'1S9 

"手跡鑑定の二 J 

Tay~l Ol， OjJ. ci~. ¥Jootnoteて:-， "bc内e)p.459 

j Ihid.. p.4日9

ー ~.Û、 S: 抗生4(;) 以!_:Jl



インゲ弓ノドおよひウ-'.-::.，又に戸け三百Ij::)上持出:j度。紋t引l:jf主 ?・工)

される闘にと勺てト伊jにならないとい、われる時行、，，，人に対ヲる尋問や、 {Jtj1:

録取は一般的に、C;¥I斗審存]事に上り 1:わ才1る ネう L ノた守 ~1竿のごl.1:=;がな

うれて話三ら、 じしRCは尋問が挙手H'd，Jをするんめに、利査官c)円台余する

4 r~訴 I;，i:の丈めの訓告、

j今日足|誌は cc日仁によゴて前介ふ lι請し、報llJをぷめることカできる 1~-4 

CCi~仁 Î;;'ffuの院通'j:fJtlについごも羽査できL1戸入これムもい主要であれば、

ぴ)指示は、付記事行!，，=I;~，bEされーるわけではなし作)~民の他的事れ l dJ姐柑で

きる山っこり指ノjミiz書涯に d ることが必要ゼあリ、その Jど は】訴人こ払

仁~;~/"が利 ~tr寸能でなければならない l'; ぺお乃、:二ぺいとト JF人が如1， Jiß チする

fめιつ辺、文!の住日長はないが、 CCR仁(土、 tB;;rJ)座出を明示する丈一めに、代
理人と同日を議議「る志 lよlを暁ムかιしているn' ----Yiiク)場合に、作μ1況で

与え初 lこ間黙が牛じれば、政上す、s1;bnd出10n):ま t};~~ ~ìf I;'i~'; ずなされる。

二の権限がいつ行刊されノすか、とい今:と l 一関してははっき~'Iじていないや

LかL、前奈されるべき事現:J、 1-'.(;;;:坦t士ゴを形成L~~ない k う h 考えられ令、

または上訴詰r:jカ;認められなかったもり=与えられるのでめるから、その拝ぃ]え

は「司トイ~，属中(二 j，切され:;'"~ければならないと忠われるべまた 半出!の者、宇IJて?の

権限に院 jる枕〉誌はこの梓i恨宇治パーしていな~ ，上みに与えられるの lご、や日義

;)、1.[;:'よって指示がなさZしなければならなし，1 ~に CC f{ C は、この機能 J つい

て椅尚をする調査宵を江戸 Jする二とができι

五、付加的権銀

ム CriClitlelljへP:l)c:l!¥C:L : ~)95. :、"::1

Jbid.. s.1!)(2 

e.!Z じoles:Llnreportecl) 1¥0可en:"be!11. .1997. ciムedfroムn ム aylor，op. ci~ 

山之')0目、 rdGO

じrlEldlλl ミr';)(一江1:¥n .1.9%. s.~) ¥illsert.;ng a 九("W 吋 ~:-l ミ ill~Jl :.e;(" 1968 Act.! 

以若干起での百二人の供述の誠実止に院する前i主:行不があっλ事件!こおいて、こ

の事件の内当事者のノ、U古代理人以指示(ニ司 L てヨ司会して読明をそ'~':j';;:;斤め t 委

員会により抗かれたことがあるー Lylo:'， op. cit. (footncte 35 2.bo刊 ip/160 

コ仁rinllllali¥p川 di¥n 19G8. s.3l 

行ICril:1:nal ヘ[)日 al:'¥nよ主 1:;'.s19 (1; 

二日誌S8(円 43:>)31:-09 ，J:i只1
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i 1'1 i大権 {prrruμLl Vlり mcrじう)

F可決kl:，_は 1'1二k椛のわ辿ふ'1TJ.!告台、く主かどっかち出している場合 1 定

。〉事羽 ta丘、 .ll:1lLCrJ を仁CRC(，~1すえすることがでさる 1 九この事去に l斗す

るえ CRCJ)見貯はまさに li:えて内 cOllcius代 e)J である まに、く::Cf¥Cは凶ょ

った十字。〉行主を勧告することをど[藍 dるJろ、 付務大I二日に ζ円寺町 {川、

C:lSC) を付託する惟I)~{カあ念収〉百点へ也、作 ~f院 1寸討を請求し、じじ!~じがすリ

況がF安心 CJ見A士21-)叶詰生ーがなし》千'1析し丈一が、同!大作が寺境され乙べきで

あるこいう他的't:~が存ノ午γ る場合、」ヴ)~字以がj; 出されるー

法律jjJI士山郡山!I

|フを日設の勧告lーもかかわら f、iJ;f干扶助がCCRCにJilいする請求を l性泊

ヂ毛上， ，分であ4 こはい J二ないi幻 L 7;' ~るとがら、法的よじ」言と補助的't! ~;:;; 

(~hl' Lr.山1/¥(: ¥. ic( :ell(: ;¥:，;si叫，H1CC:Sr;ぃlW')~，，，に l(、っく以下の 4 うにな袖山が

有効である

白 l 

， ， 
い

0， 

Lへ日1，(1)11;ょ」人からの事:?っァイルを人アして読むこと一

審玉県裁判官の ~I~-，'J、を入手!て読むごと

l ヲれーおける単位JUU'f";点。~ ，は台ぷ法廷め刊は丈ぞ人子して読むこ

付託，.1主求に主;-d-る印字干の氾込みに五1'-て肋了7するーと

正人を見つけ、 11，)'1;を録取←Jること A

科学的世l門家から河i111さを人「写ることr

j了設人的告兎を作るこ"

81 lbid.，示 16(1 

出 Ihid 只16(2; 

i'n CCRC 7]'民i'1の救済会 G;-iS と l ており、竺体的な点zi斉仁 I~~請求主 ì.:'" ，~.;する

けd-;r:扶助刀川、仁J欠なの Fあるから、その齢;艇をすることが必'kとなるr このこ

とに 3 いごイ干)ス囲内のヲ克エしと、 ~Ohll At引IlSo:-，cl I-'eter Q¥.:in:-! ドub:ic 

Fund且と Ior(し民じ ap;)lムcZtUnn'Nじ山 L<l¥¥Joc:.rnal vol 150 Nο 6037， (どりのむJ

p.798 参!日υ

3':以前lIゲ 1) ユ・アォ-ス午ーム(:，;;r;(;r!'~: 1l Fon::l Scbeniりという γf

f下手あ〆ご υ

l開J ー ~.Û、 S: 抗生;)(，)以)叩
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" 

判ぐ

仁 C~亡しつ請求!fりにを光成さ吃るために南求人を袖立つ d るてとハ

品~Fヨすること得らj

辛料 (7)々イムテ ブJしを巾 n、するこシ

ンァ的限)1;声 (Iè ，(~(d SUbFl刊 ()p) をえ44すζ 二ト{

法律仏;ぬ長員会 (LcgalAicl 日o.1rd'J:w，は、 CCHグ)話三〈に関 J て以 Iめよう

なコメ:-h;;t-L t" 

， ~:::: l-IJ卒1'1 はたいて ~<tJi-たなあるいは通用とは異在る持容:ω証抱を含む

えの1-L~杏~(土、 'f ，j<;{:B示:えが与ごされる以前:こ、台半とされた被 fTノ\グ〉代わけにと主さ

れる;ノ、'!;.::がめふ l うまけ、科学的ケス;， S~ 含んだ証人供込や 7; 乏人の志見ギト準

{)こ〉であ;;:)，) (これらこ~竿の "I~ :jGTI止UMv:も土るが 10時間以!許 cJ'，ト23二

と士必 iLJ である~のfア/哨の形式として、こ札以叫の有 ~)J ごに法律 i~JJyの形式は

l""乍存イjしない 徒 tえ l〆たい F とは、ょういッた吟質をヂ1するゴiF;ニが職員の構

li~ 上司であるソリンタ ト税峨見仁出会さヌ1るべ主である kことで点、る押」

i主洋JidlJ妥員会(三、 CCkじに人>1')-る最初'jC/) i，吉求段併でなされるべえ申1;'1を認

そのr:Jw，:土、以下のよ〕な範iけとなるお Jめぐし寸る

出企L、"自主の子続をし、パヒλ口同点をjiit~V~ する l で、 じじまじ lごとは

なさ方していふイ上予l問ずる助言、

υ ~1{ヤポ去の過程で CCRC (.より間不された資料かじる|うJた提

E五十寸ること、

仁CRCによ 1，なされ。ik疋に院ヲる劫寸「

d: C仁川のIt珂人〆の討し古い

市求人!J'他C)ソ J:--ケ事務所に移行ている場/__..1川、法律扶助の状主をヂエノ

クすゐ必安がある また、法「ιjj.J拘1'1与るヒ C特別の[1llti，去がある場合、

町民イ1は Lu:t::;;Scr ¥.' iccs正Oa!lE1SSWnに名J叫が交史されている c

メ" ト()ClIS口己立どヱI:'t' 主)Y'i: )， 1996， sun:ll'Cl川町"ヨ para.1.4. :1， 1 i:--， '(;~'id ぉIl Cε

Oi:. 1h，' Ev ;"('i式('of ;irvdrハcdrハ¥.¥-，cr式
パ Tay:or，op. cit (fuo-::r:o-::e :)5 abo、e)ひ4品2
出人正LF吉夫人が杯出にお〕るソ 'Jシ7をftえた t、と考え仁 川る場合にQる

だろう

二日誌S8(円 431) 31:-07 :140) 
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仁仁Rじは相設を':<けるべ3であるこ

3 ょせ記事ftiおける市〆!と人cn1E

よ"与が CCRCによる付託によけ始めいれ、上，;J、八が化亡L穴場合、上訴を

続ける、とをEJIめ乙れている人!日iにtJづるえははl'っ勺司沼される 1明。ただし、死

ピド l時から失効する(口ηirc; 年以内に求められるベミナムl芯、をι土どとするlウ
問自i浪が{，I託 訴L二院;j-Cは也用きれなし"ヘ〉いみ違v、がある

六、付託手続

H:では、付託会するための手続引二ついて地伺えれる原民Ili ノして述べる亡

し泊 L、 子続のJiti行 1日正集されf情半日に対，j;;'JCCRCの 7ワロ 子は非匂 iこ

柔軟であり山、事fl，'t.';:~玉事は 役的にiT'話により、同訟を議議L、助言を

1去る F とにtとる」

CCRしrよゐ千殺は、実質的ド S段階l わけられるリ

'" 
。l
長吉求

F' "'九雫出、

?-fq審芹

事件 7芹企 (Ill~J c:::~:c rcvi川第一fz附j

珂*'C1'の任 ~p- 必豆?な均甘! (第段階}

付誌をすゐかとうかのtn:i言'，q¥li同校|軒1

CCR(ω14ボN士における付加的権IR

n トの上う t あくの占が、 ~lfj 求手流を通-，'考j志されるべきヂある J:!

具申 (s~jb !1l iss川nノはじしRC :.こ対し、市夫人あるし 1は代理人により、， ，つで

もな 5hλ ì~ ~. :h，:止問寸ιする仙の当事j?からの資料イト今む
事件審査二千事は 7三のp;消で了誌に!唱して政， ，することができる

商と lilJJj て議論する、あゐいは「口京税JW をすゐ校利がない(:，~ても

山仁川1，¥;11九1A[l;wal :¥ぐtよかh お i

9'-' lbid.，討~ Un町 rtl;，g日 ne京日47.:¥in:u Uw 196民主ct)
り 1 例え;ど、安 Hi-叫完 i止の F 続(会設の丈めの~)五;%を色めて }ι}~~í日るー

ヲソ l'"v:ur 叩 C汁 ( fω:1'.0:ゼ;:)5abuvel 0.11日三

ー ~.Û、 S: 抗生30) 以)(附
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や什審査中半あるいは、選ばれた仁仁RC;;f)地成員は(特に初期の段階で、-<.-，

を硲，2，--~るために代用人ヤ請求人に会い、ア1' 1千の~~U2ふ議論し亡杭防をする

こ2がある、これはM仏ji，;点1:it))請求人会前ねるこ Lにょっとなされうる

〈じRCにより署名され、討をき1しt: (~;eal i ~市f:.~:;;lU班て受珂されうゐ

仁じIi'C~士、出来る限 C) 開小をするこ ζ 烹ドi して， .る すなわち、両求人は

請求のこll!H ヤ詰オミにお}了る寸1-*.ヱ:どに閉し亡、あムゆる段階し同報隠jf:され~;~

けるべき cあふ。

{了ョ(~苫求 ;ij市たな主張あゐいは京証拠を含むべきだが、請求の殺に :IiliIS1Lはな

'. '"，仁CR亡によぺご1:)詐トユ:こHrif.竺れた請求のなかにほ、以前に1竹抜大p::に

お.，山ちわ、打ゴt色ス jしたものがある

CCR亡l止、一高求人lよ1;:011占求iよハて、あるいは請求がな¥とも付託をする

ことが ξきえ玉川ハ請求がなし J場合、nTのニ与なぬ合ぃ引託権限が千決されノdw
じ七H仁刀、，.吉宗をした..古求者の共:ril~~--:;人(c- o.dcJc-ム d J.L. Lj を認め、共却

の諭主刀、，;y，'の 111↓におし冶-C ii~，めうれる渇合ん 干のl品{s-CC~C ~正)七 :-~'J~;1

'.人かιの 1高点'i:;jえめ、 をω{ま小J，;'eがな主れるべきか そうすべきてない

物h
ヘ
Aιω 」パリ

古
内

求
主
ロ
何

つ

:2 -1 

かを決定宇ふ

辺のわ~が、信頼できなしと判断された判定。)!j;: 凶に依拠〆ている、υ 

める ν ベよ -I;T~:~キ 2;( て L ぺ::1お frL

ト~J'd止される事件につし γご Ij"J.t長心事実ヤ元WlJ1Jがあゐ場fT-

よッ仁、話;Rj宝れをJi'1:' 

1至れによって、重要な苔市が17拾の治不

F完求)~，nミ

じCl-!じ!汁し C !i言;1<:1::するための F'T問 t':Jil!，~はな ν

=1;'1 l'されたこにはな，，¥ しかL、

2 -2 

(discrt::or.) ;こより守えれるよ :j'~ín こ損なわれてしま三れそれがある

:1421 

話〆lぇ0)形式

幻 CriminalAppeal Act !9~i5 ， s.;4(1) 
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(仁Rじのr-#:);;.(之、 仁し RC により杭f!~される書ur 川」長つ九二言求により始めら

れるこグJ 再開 lよ、話求人 11 身に上るのが寸.!lF;;>~C'ーあるが、詰〆ぷι ノ人、 J以じdよ外Cの}勺)審干存干 fや← 

ボめる人4物均が奇くこ ζ もできる O川竹 苦U由旨;はよ f江こ較t出的H山~r0筒j土単立であゐ O 可拍古求Cη〉許羽を

;， r~ ノべ、る可1部J正;分(は工 dあう ω プ人 ;ほ王ト A のT宇ιイf'円l:にこ1>仏L、ごじ;之f代t;却F人に上 コてなfき予jれし〈》忠1胡加m l 
Uの〉呉F市fl守(仏S刈u凶，1

)工Lじやはないが、;以1 グの);，ニ 1な)1;，えは有'IHあろうと巴われる，J 

ョi

C' 

者埋ごの訴i皇制あむいは防御fJl!jの訴訟の概要。

上山、あるいは市独裁問トJの許可ぷにあるいは合議法廷判決定}こ|朝す

るゐ恨の捌要乙

'?~ト理士、ら荷主行時三一(" úつ w )，と事チ i'Ï:べてい;(~)ぶ料な事刊のf;~1.子

勺了OllO!ハgy)

付託に I~Iする諸求(/j迎「竹 Uýli えば、も:_- :tìiE正 j-~か去る坊主、あ￡いは、

新たなる 1~_ ~よあるいは定例¥;__ mlhoril.¥') 0)現n~~1:たは子(i)I山IJ"1J;l:;、ある場lに

f 

" 

もしく;正 ['i:JYいず;]~人?兄」刀、あることチー投する~;G'{-~'…\

量刑に閉する詰ふにおい亡、説明が j し汁手口百件 (p;" t'vio"，~:s COllyic:ioIlS) 

lj Jンz. ~。

あらぬるう再lぷ21-:~Îあるいは 11舎斗 J

CCi，;C i土、話凡人あふいは詰止を刊行しする人物に対Lく古市のそJ'Ilを正式ぃ

RfJめると、約 半支附に弘むη

3 前一段I;~~ 最初1)(j) 1r~企

211J4に予(1料じっ受仰に院しでは、官{r~ が必世 f きれる内むを満f している小を検

討すゐーでうでな!万一ば lノr，，;";:↑百!長カ i可求人に求められる。TfII司王!詐法iウ条に

長つ与、 ~jj J!. まると，~\むれる資料 icf~穫する必認があるかどっかについ f 、 こ

の段階で積討され品川事件が友に控訴比¥."..):り検討されていた場行、問 1皇

。コ尖慌の吉市については、 CC!<C0);トームペ じかっ人子できる 2仰 d年3

! ~ :待Iてやのア「レス;土 111:つ/、，¥'¥¥， W.(刊「剤、 lll{ケ10円lincn1丸/日PつiC.i;，;on.;ldrであるへ

(，r; Cl-il~lillal Ap;;e;d Act _l9~，お只:，) i 11 

9~ Tay~or ， op. c;t. (fOO~EO~ぜ 35 abo同)pι16，: 

q'{ 参沢、三書類及び資料の入子 uι粂ζ見:長)，0

ー ~.Û、 S: 抗生;)4) :lO(l~
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吉国(主主主誌訂正力、ム収↑与しうるつ むしRCと担詐ドーの収Ltめ ぃJ

ると、 1~.JJド完に対:て事前の誌ぷある <"tよ卜 J、の ;r制をチ ックするここが

CCHC ~，:認められている(しCRじによってそ埋されたあら山る書同は 1I 1-)(.デ

タ~"ス clat:~b ë. sE-)に集積されている)，

1=# ;'1っず231刊に校三特uにより検配されていなかった場行、事件(こ返する何りか

の公悩が l例外〆内状E足 の品牟をi背たしたかどう治、といつことに院古前

での具申い ;llmi，，:--;ion) ':>求められる。ここで「例外:j{J状児」が1'1ィ-i.:'-S-むこえ

}こなれば、平i-':は第 段階へ;F，む「

こ(l).t;{1桁あるいは、の銭的段持("("、誌ぷ司l の決メとi土CCRCグ〉構成民 Lこ."

'iなされる ただ仁そのを J主の事尖が明らかになった域今、高:ょが I-~J 間気 :n

;;:J (r:，' -O~);:'Tl}こどーもありう {J ，) しかし、 |う?に検討寸る意見ょがないこ判断さ

れれば、請求を!Ft中るほAがこの↓立子きでなされる口例 ζ しては、書求が慌に

f告訴践で審青され、 u る といλJ持什があるリ

詐立可能なものと て判明lされ亡率引は第段泊γ逆も

この段階「宇]訴されること円前、 ~~!Êの宇イ1 が優先 L 亡審理される場合があ

るハ僚守:刀、認められれば、ぃ吉求は事11;lIi付チ ム lihcιz日¥，¥-01込 ()pCLミじOfi5'

(干l'ULlド}引にf干される A 後先権に税特する要凶と Lてはも請求人がね禁川1St町)-)

されてし.7，--; ?)とうかと'，'うここ、 ld求人や友人のイl賢治や健康〆よ態、正拠 r.(j)あ

るいは版予 iの抗争jが考えられる 1 また例外的な場合ではあゐが、申ーとド司以、わl

度における街主主グ〉疫台、、も検ηfされうる υ !t:求を判定するための k，ににより品

1牛は r-tfG十日 5れる A 託、'Y::tiιが拘禁十件 める νiは l主要な非拘禁

(:;1伊 ifi('an~ ;l L li:yrl\)J 事件であっても、同]盗に寝先;I:~-í立が号えられるわけ

ではなく、その他にまる拘禁事件わ誌の受.:0命令1:内'"i!)問Fでr;X:j扱われるべ

4 第段1;); 予知腎存 l町 rC{'1li 

1治3よ攻31、tl階塙を i通由fつ)1.事{件T

いlは立ヱ張を角もむ'[1:話h〆J示;九に rあるかを?粁そ予予才布干される

にょっと、新?な剖斜ある

ずパ'J 帯魚f において、 fヂ~!!~隠}こ事々;

~09 'Thc 情。rl，-of ~hじじrJ心l1n乱l 仁 ascs Rcvic¥¥じO1".l心lIsslon'，& .¥.lC!110r&lldι11'-fοr 

11>μllcn:e Afb;rs C (l ;nn:ittt~ t' ]¥.jet'li，:!; Cfl ()C:(l!wr ~οiGBtφp.4 

~~(): .ニ jLに fよ金員会の構成員、去三民ぺ(じhi~:r Exu:tι刊 jrJよひ次W11ち日首がさ

まオLごし h之υ
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をイで3L しないという桔山;こ込寸 ;t~(工、おげが之|JTU〉千討に進むごより零 12ft!むな品

去、とピると判祈 ~t た事位につ，'てlよ、 より ~':':I しい裕一作がなス1. ~，る :!;(ρ) 1:t~tt 

事作審査の段:S$/'進むr

;/~ ....~ fo'>: I府 fiぷ与'1'1審査 ([ul1じ二l，;CrCV1CW I 

次の段階(正予科のfT議吾作Tある Lこの浮までには、 じ仁日じは完全な誌ぷ

昌二日Iど tもし 訴あゐいh土計 '1誌、主があれ;どJ控訴寝の記録合布してv、心、 ν 、cι 

らにじCRしは芸 l引を保存するよう刑事上J法 17条内沼';J1 によりイI:'~' できるに

こ0)I →t';-~ (土、イミ非が記!~ i) T;' ないか品るいは量刑ずに予r;'W~，j るかといッたことに 1白

J三j問辿ずるかむしれない辛I、について停145i、十分な措苦(円以刊n) や謝企が

必要之される占を検討 i一心ことである U J1! のこ 2 を;1\.める U、 Jてj，{{~庄人 i 土、-=iJ

引を :.1!~h-)L.るよでの補助どとF リ与る yょうまた、報;日 tとあ必いは):~. [1tlに専門的

Jj}j;";'をよJ え}るように、 E己:[.主が必要とされるc ちりに、宇件現場を訪れ、善説

号ヰめペヲいは fUJ， c)夕、汁~f't0~;、計:~J;'( l!.，1也生地(，Vt:I:UC，'1 ~r 資料を求め、あるいは祥三立

での弁護人や裁半 ).n の記池を悦~，i )-る、苧件審.ft.i事も主要とされる また、

烹孔としてれ訴向に論点をイア，{:，旬、めるいは"古求人を尋問fすることさえあ

りヮる A 話求人は、"，j牛の給過や継続J切に知らされるべ

仁仁RCU)構成員はこの段陪でそれぞれの事件の寄金に l指定会見合待庶民

I\as;:;ign吋 ωn: ，.11S;:;H川町，.1 1.1肝!::て割リニj てられる}その r き訴 ;;j~ ~十円

がm定妥長公構成同と 431言のうえ事件常食長lより ，'i.':i'ごされるυ 訴舌日1I山;こJ
n、話i}，~!ベコ j、 l''':>れる必専のある俊先10fL'"が決定きれる υ ここじ決められる

ことは、イ市1dユ弐すしるべき論点ム ~I~j宜i 弐ずしるべきニと、間l むべさ特疋の段階に

ついてであふ ;Jf;;j~ ォ十例 liシヰ:更さ 1 しない戸内科ではなく、 l川訴j叫4ι;芯子が1近色むにつれで修

l正i巨一さ之μ一る一 正じRじは、 d訓4古3訂L直血σの〉 段自的甘|ド内y勾U平存写を昨高百求J釘!?;によ泊喧刈す一るが、 f公，.";ぐ主泣まに

よる免歪 (ωp山 Lcil川川iη川1[('οげr陀じm汚坑C1川r刊口

f包，山ムσの〉おそれ {い川;h如](、('川 1刊合mの川H凶a 叫 I介いf川Iv(ば、バi()川Ihrげ、"丸心)σの)，，~'ì占、 といつえ詳細にl斗して

は必「しも:ifべる必世はないそっ;、 J

什OJ1099年10f;;;すいで、請求~'がらと I~I'~代理人心有tA の U:20:lf~ に満たない

~': (1 ~~仁了間1111 け 1 i¥p川iれI，¥川 i$い)S，:-;.i4{、i)ゃ

吋''3Crip1 nal Ap;Jt，d Act ポナ::i.Scll出 Jp，Fa.o (5; 

ー ~.Û、 S: 抗生32) 以)ο2
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6 約二段階 ， ;;~J 否官 (!)f千命

日、支であれば、言問点Ifがとの段階に任命i'fι る J 調〆""1':去任みL、(J託)つ

いての !.L~誌なえ;戸を \'i ~案ずるたぬいは、少なくとも 3 人の仁CR( の総点~:Rか

らなる委員会による いう条ι上の定求があ之バ4 これ山のこム!立、 i主主人
lこ間小されるコ

CCE亡が羽介'1"，'存f+命するカとうかや決定する】、，N? ， it するであろう、~く

の基準があL そチLらI;UJ"のi喧1.')~冷ある "\r，ヘ

a， 

、

:d1 

巳 l

樹立の荒検かつ1条}三恭ゲいて1Jわ}1ーるJは、人さ tぎる場合一

訓告、山性~~が、季子製専門家し);立見が志伝的(こ検討されるといったものず

あり、 ，y:，';{::とされるncの I↑1J&!きが~-:柔に基ついて旭切である場令

7亡の持煮を t~押し f 警察の対応が、()~朱にたづ" " -(:-rわれる 定の調奈

が十分に達成さ i~_.C¥-，品、いだろう、という将寸、にd 丸、七のik泌がある場合、

草官官、ある'.-¥ ::; 1':ルドヂ1告?あるい訴iJ3におい l公的役官i: (n;;icial (辻)μ

を有する警察'f-~-L!:Jy~O) A)もが、偽証知町 urv! ムヤ "v.tIJ過程 (j)ti;'~'. とい、

に犯罪を犯Lんと旋う俣拠がある場合ー

犯罪持出、べコ訴追に|叫してすと目立役引をイjする人物が、 もし 1うJな託拠があ

[工、そ(i))，!11りが副ム円台れる fpもしれない坑 t:-:ヲ可誌性があるといっ1人況

で重ん犯罪を犯 ~λ、ことに院 d る t0;.fYl~がある場台

他。)公然官か VJ;;，可蛍宵をfli{r~- ;~，かどうかを決定する上で、

の奪回の中から、〉たのょっ iこ検正←Jる山，

じ仁R仁 t土、 j也

"， 

，" 

元のH:iをにさまれていに霊祭宵がihzてや裁判通梓り妨包とい 1た33!jT-をi

犯し/-ニ kを賢う根j也があるか打うか F

;::0)捲査をJザサ J た明3yiか(7):i:司査官。〕↑千l/旬、公子でなし，.1J括性がある

かと λか

プ亡の捜査子炉純一れ金支でのjj忠が、その含祭かt)C) p;1，'~査 l ζりなされえ

詞芥が|分[達っ九されていないだろ" いう奴念に摂胞がある、 ムし通うこ

叩 fhict.，Sc¥日1.1p.ilおじ¥り

円円 'Caspιlitピj-i;，fG了th巳n:'(1u l~ ぞ ll'.ent -::0日Pi)ointa:; 1πV巳ちて1史、tlll日Offiにぞ了

〔仁 C~じ int2fl1Zd dOC- ~Ulld) citecl Lon:. T~:ylOl， OjJ. CU， 'Jootnote ，:-， ，，:K】下e)p.468 

白川 Ihid.Cri:lIiL，;l l\p j)t::l l 、 cl199~-j ， Sc;;v(']ム山1ιii
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とv子あとかどうか。

これらの副査は事件審査ード事により主主任される

7 ;;'~ V_~;段怜 f寸5-r.の認容あるいは却 h に院する決定

i \パ任命誌れど ν ;1'1.ば~品川l' の報二、あるいは剖 ι日 I-l出;お ν て述べら

れf審査の後、事件審査十'jJ 指定主討会構成はほ、前ぷが控訴症に小J，T:れ

るべきかどうかに持する官定的士見解を狩つ J 付託さ hることはなν込だろうく

思われれば、語、広は?の理由に院する昔定的意見が述べられ亡 以f刻、j，f;を考

えなしミ」こと(ーさせられる }jiiTlに悶する暫定I↑:;}2見表明におし九、事1'1の事

実、イj→イ上する証拠、 ~'i~i極U'j見解がよcs'i:形成されfこ三う↓J土が庄、られ心。

じじRC.:之、 i自ι出札尖けのワOH 1-ユド、j に志;l.支日足を ~T う~ク)即日:三条丸にはなく

じし日ιへの請求にぷ"延長されるハも!♂誌A，~'卦l下されたならば、前点人がま;

31Zをτ';.:'止山できるよっ l :のJP，I共H;t:i自治l土延↓、えれる

その伐の答11' (叩 yillil，) (，-.:.J~ 1"，て、詰主人1二til初期の前出!こ帰るこレが

cきるハこの正Z併にすり|うFな口合内を 'ILることに貯1;' (ba"，.!がないn 新た

な前 i討が生じれば色お 段目の手続;よりその前}，=!が検討きナi るv

て行い〆アニ答弁の筏にノ!iなくこも 日lよ了て牧市デる。

しか J ながら、も L~古 J\人がJ丈質的F市J白を片山k できなし、なら!主、

庶民は付誌をしないと、、う iK定を寸る。

仁CHC~よ

CCRC ，111f: 

そオ 'C~よ、 fミイト u リ)こ I ，J 託がなメわる場合となえれないjお合についに司、ベ

ヲ叩一
で

7 -1 f寸2fうなさzるへき場fr

1\.汗ふ i寸 ~-t-;J べきであると L 寸決定はヨ人以トの委員による合議体によっこ

のみなさ才しう ω2;"，c;つ

以} 実際の段ド昨日UO)j;~'子に i羽 c，礼は仁じ工くじ An山lalRq刊 r~ 1999-2000 u 1G 参
μ1 

刊)ぷf:jid. Cri minaJ Aド]lcal...¥cL 19D口Schcd.l，p川(I たくさ λの訴|吋iおい

て f 却を 1.J 託宇ゐ :l~~告人;ーよれ詰〆トがなされたぬ台、毛主 ftf:l土車問 l、い--::)か

の訴凶を可託するi夫定ができる 安田、 Soiti二(¥¥'~llece Dunc江n) ~1 ~l~)D~ 

じ i¥pp.R. ，1-'11し1

ー ~.Û、 S:Ji 全日(;1以)(l()
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11人起訴状に基っく事;却に話 dるメjγ干Ili去について付託をするとき、 仁仁工くじ

;， ~j~ Jlf:S? に そ~~T I fナきfiーより生じるとJJ卜:二時ヲるあらゆる子i売の当1'，守に

なるであろろことか(仁Rし i とって li，~うかなあらゆる人物」に{-.J(;-L:(": I勾する

川 111 を込ベ会け礼ばならないそ';9 その Y き、村正;こ上り、問~炉なる右罪判 t光、

司夫、 足澗?決文/バ定J~よにてつ〉孔し 2 て l〆Ç) :許詐予 f杭が間始させらオれし {いlr~ ，i.G~c; ，' ，、 ヰ主i

己 ~;f子i絞完乙|い川，1ね、に裕=芹同忌 tれる')" こwf人の i誌はじCl¥C沖付託φするという決

定の主従 Y なJコ行収惚t:Hi市l'限きれない Lか人なが九、 iJEに同 9;;:)

刃三門別証拠を被，，'j するよで円、 i干 I~~んの1字以;手、;呂而の土td;に恭づ、ミて事討

を検討オると dJりfムくはなし、"

7 ワ H，tがなさ抗ない場合
仁じRC的構成員しぶってとFされるサ託の);[1rとtλう決定し院 ..c必広とされ

る条文:まなし iー じ刀、 L ながら:ヲ~: r;;~-~ に iz 、工1-'1牛が:Y5 段階ごあれば、 *:1下氏:ノ f~は

単独りじ仁RCの情此民"ぶりなされ 第 rft議あぺすいは現 段i帯マゃあれば、

日人じよる委員会L ぶってなされること hなるし

~> t_、却 f(rc[usZlLi 珂白が l付託を4'えないJ ごいろ書凶におν、て:I'!ミベlコ

オi た F ととは異なるむらば、三百ぷ人 l正賞司令徒起する機会を ~j えられる:!' ~ 

"古求人がそのあらゆる権限に韮ワぜとてイI元社じ仁託、主め、 仁じRじ刀 Jトl託

の却 Fを決たLんj弱含 決三三月下の兄r)c i日L1Dlld注目i'-.lll! は詰止をLた人物i

法人れ í~， ::'1:' 刑査品布Jで1♀")れた'i'fJ恨のがてを l栢求人lポフlてずる 般的去最:

トどはない" L カ L 人11与た G_-~ (the Min日tげ ofS口tξ~ :01' t1w II (l :m~ Offit子) じある、

ノ，''-1不ス・ 7 ラソ子治訂8nc~:; BlιLcι) (ニ、:I分仁、{'i::::f:S'jな説明であるべ

きである 自fjf(\.-.され汗人物!土、↑~J Tiι~11j).んがよ l 卜され汗トを巧1 らされるべきで

ある21-1と述べたー

この見日円九二、常設委員会.:1:11(' S LF: d i :-; g仁o:r，口 I1刊 l むiうび強調三れたヱペ

:!n~l CI'ipl!n，ll A.p:)(;e.1 i¥，'l .1.¥矧:-i.s.l4 (4) (a; -(b) 
日J.:) fhict.， s，l /: (5 

日 1心Jf;VhIY[l98UJ 70仁、，6.，p]l， R. ，'.1， CA 

この実務は Pea~'SOl1 J :)99J :3 ，.:lJI E.K ，j(1:3， LJじj江詳起国されたれ
とす Crir:l:llalAp，)(';:] ACL .1.99;)およ11(C) . 

ジ今日臼"芯とrd.ci:.t-'d [I'um Tay;uI'，ωぃ、 L 

2ム" Ihid 

二日誌S8(円 4~D)2D99 
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研市ノ

常l士会員会カ述べた:とは、 CCRピヂピソキ 寸何で述べられた Jミな、 1μl

椋の公i"義16 と胡ノρのi広岩'~ド h ヤよ---:_ -c 拘束 ~rしていると i 合うことで為った三勺l

日 cc引の決~-，c，; 討する小1~llj~

仁じ1(C!立、裁判 ~F互の 部ではなく、ぞれω えその(J:I.-~こから '1 守る l 訴はな

い。にも 1)、かわらず、 I-Jj ;:l-、祐二作の 1;詰仔 l'I(; ;ftc;~:Jから CCI~じ(ニ免浮気れ 10 べ長で

あ;::)t: L 1"1:-(1'-;;民会の勧告にもかかわらず、実際には仁CE'(， (;t丙咋ャ院の

μh玉川どに取すとえ 17、ピ，>シ事fl で[土、ピンガム吉町五え同'~'!止請求山訟に

コし， ¥.、字i十を却下オるはには 1--- しかったかもしオ]公いし、ある ν(工間選っ

ていなかもしれなt'Jと述べた付彼l;tyJ， のように絞けた

「日守~ i王町は上df裁判明と L グで ~i iむし y-~ 丘裁判所こ LT ここに位習して

いるー子， ，じし臼じの結命力、iFI〆し 3刀、訟 νJか省点;γ4るは蒋l土全くなく、 平

~，- c亡RC(i)H~:j_Ì:{.が lトー宅か、lawlul) と当でない力主主ナ'C:するだけであ1;'"_; ;jt: -~­

以、 CC;~じ が不合理 (ir;:aτlυ!日 1) ではない、(:1. ¥う色、見を汀 L亡いる ;1、比

な己県1厚lこJ仁i!仁仁氏Lの11:li11告がmなわれたいlL1a同)ニともなし~ニのことは、
;}-lt々 がCCllCが衣!円'たあらゆる法判定見を↑即剖l制(こ是認する ((-;fldGt:-w:' ノ

いうことは主眼じなt'u Lか vながム、二l々 の判断におい亡、 (ス;RC のミ~[ti

説明がn、泊批判:一芳一Lて公開されぐいないこ l を述べる九めい、 Mf:j1えな聴聞

(，z，uditJを仁じR仁グ)均台に似させ乙こと L土週切ではない「忠実的なテスト l土、

ι仁 I;;C が述べた役拠~Erl月が、工立主主な布団で、裁判的fが審件むきるあらゆるJI'杭L

イト示すかどっかを尋紅会事でなければならなしJムペ」

第三節 小話

司、y吋 1+ 川
、 t包品、 叶J 主iで抗、ずの審査問イ今♂;'ro非主tEJぞれに対 γω伐イJの¥J応、

~~r， l19T:-，J 1 All LK  ;j9;; 

，告 l出、 Prρ~sCJn :1999-] 3 ，'¥ll E.R_ -l98， DC . R 、じ rln:~nal CぉCミ Rcv~ C\\­

COr:-1川1S只1011.{文コ Ih::ki~:son (CO /2:-)伝l/f-i(i) (ul1rcponcd) Ju-:y 14 ム999_citοd 

rrom Taylor，川、 c:1.(以JLI:oLc口5日l、0¥"1')p/ (Ì ~l 

2ぶ P{:'，_FSOr: ~H)00J 久 11 E.R. 4山川 5?.lg-j

l.:.49; ー ~.Û、 S: 抗生28)29悦3



インゲ弓ノドおよひウ-'.-::.，又に戸け三百Ij::)上持出:j度。紋t引l:jf主 ?・工)

tf:， --， ~ÎÎ でじCRし(?)fl!ï望号を昂ベナ_0

第一節から2かることは、少なくとも 196R年以降、 JlSliCEなこの機閣に

より 緑々な勧告がなされといえニシである(しJかし、それにみlLて寸/には政

再のだLじはなか)/こ この22れは、問者~:夫への介へに対する涜:ながfrぃ々も

のであるぐぞしてそのJ主れが、 E切干][:に誤j:lJ事Jsiの 群が判明する、と"う

1fA'Fをぷくことになってしまった J このl寺Tで、イ tりえにおけるとJ山jl;r~~ ~ J: 

被告人の具体的.fJ:川どいう洲市においてん下分であり p こシが日jt)かシな

:hC F芝改主主(T;，Q;.、正Lにi阜ら，cるこくしこな f たf

そここ?、及川jは199ょ存パ ミンガム・ンノケスが以~された J'J 口に|ウ~只

プミ芥設，1し、認可にサーヲゐ調企チ閉山fiI . l' ~る 込らに、主態到企 旬r先手路

まえて公凋 5れJh-fi誌を経て、 190!:).fすてには CCf<Cのば布》い" 応の結論を

導、弓ている.:~し亡、 J見柱、イギ:)ス区内しお lλ ても CCR\二 (=-，Æ'! L好台、的土

計怖が数号く立と九れこいるり」

また、弟姉ドよけ、 し仁R仁1))付記f[JI柄。)制限公が明白カ仁なった こし

うのは、 CCRC :J中l二f弓ミド(があッんから e 1." '.亡i;cLできるわけて?はなく

付言::.，'わ村訴防士;イJ.1下判決や;，-JflJ決定などを薄ず l政支庁~T:Ji伝叶 j を検討しな

げ才しはなレコなし;刀、 lろである j つま;ノ、 仁CT!C1ょをさ言、1:，，:の判決をJt;ij-(みし亡、

i'l~{iKノ正を L な ll ればならなv こ0)色、来てか、 じ仁百仁 iょ完全にとfuT:院から独

CCRじがあえまで誤判の宇て"当を円泊として設立このこ t::止、← ーャム l

- 、， 'd. V ' 

されたことかょすると斜地!とされる丹である戸そして、 J ‘J グラン， Jヲよ fF

ウ L -)~ズの CCI-1 C じ j そしミご設立された、ス 1 ツ ツンドの CCっしについ、

」什 L.el.Lι只11'Corrrclin只¥Ii日仁川rna只ι:，o[ J '-合Licr: Thc Rolc o[ ~hc C-...in:::'-al 

じ出('~; !u'引(-'¥¥'じ0]'11↓llSSH)口付1(-'Bowhl' Lt'，'tUH'， :-;epter;l!wr 23， 199~r (20(川〕 1メ
巳bcrie，L:1¥'¥， RCvlCW訂';3:).33 この百九正においては、好 ~:I:I(;見解券不しとムで、

CCR仁の記録のι剖窓f、i1:'j:量の叫j忠、珂j寄'Bの独i'"f(アJι向窓;ニ同;j.C拍主がな

さ1して、ミる また、 Joh，"Robi:ムs'.1 c:.siticεdeLnεd t日 Crin-cinalιases民引le羽

仁0J'-HClミ六よりわ 1日l¥，v0、仁社rsclι 日礼会 i，- k~C1 :ll;le '-0 ¥-v1n O¥'C1" C、nicalhm、cr:，'i 

La¥¥' Socic1:y'日 GlldrdianCa 7. cttc 、。1~-!6 ，¥101:-; 【1999))).10におゾても。 好占的見

解の|で仕事込山阿佐lがm+許洩れている。ま t¥アメ i;-jJ 'おける CCRCの
許{ï:~2 亡、 日ど可 i(~ 110; ";11. 'Th ゼ Tn r: o白川ヒ C()mr，li~'sion A11了日iヒ白川ー"ム -:-U-'

v:e'¥y Board for ¥VronヌfulCcn可ictions'呪oN ortllefュ11ユnOIさし日ム¥'erSlこyLaw民ε
口rw91劉 lJ

二日誌S8(円 4~n 2D97 ~lsol 



研光ノ 1 

は、 rCCRじが誤判であったと主えれば、付e{;をしうる」というように変更さ
れ Cいるつ

おわりに

第一主主におし.-c、イギリスにおける上J制度について概観したりその中で、

控訴院はRlf審詳決を破棄する場介、審理における何らかの誤りを埋出に附審評

決を絞オちすることはあるが、事実について設っていることを止向から述べて陪

審許決を破棄 Fることはほとんどないことを述べたハそれは控訴院が「弘人を

見て、証言を聞く|諸事の優位 I'IJ を強〈色、識しているからに他ならないれ陪'?t~

の事実認定につい亡の誤りを認めるために、 ト訴1'1、の改ifや内在的疑いの使用

によりその範凶を初、人しようとする勤きはあったものの、それは 過けのもの

に過ぎなかったハさらに、控訴審において耕証拠の禄用の範阿も非常に狭いこ

とも指摘した。したがって、イギリスの上訴制度において被白人の具体的な救

怖が可能な範阿は極めて挟かヮた。

2右 中において、 J仁STlじEなどの縦悶の勧;llがあった上で、 199311に玉、/

委員会が新たな被告人の救済のための審存機関である CCT<じを設立したこと

を述べた。じじRじは捜査権を持つ独、7した千作査機関である。じじRじは、事件

が控訴院に利託されれば有界判決や量刑lなどが維持されないごあろうという

l現実的可能性」があるかとうかを存査する c よって、じじRじは控訴審で行

われる審脊よりも当然に広い範囲で男子牛をわうことができ、被告人の具体的救

ィ斉に;Eiすることカずできる

以卜のように、イギリスにおいては卜副長市IJ肢による被告人の具休的救凶は、

陪審のザ重との関係で後返していたが、新たな審査機関にその役割を果たさせ

ると"う形で解決をH指しているといえる。休系的でない、場当たり的である

との批判もできょうが、結果として陪審のゆ重と被告人的具体的政済を両すさ

せうるの Fあれば評価するに仙するといえるだろう口
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